
催　し　物　案　内

期日 会　場 催　し　物

７幽 特 設 舞 台

(西口公園)

青空演奏会･空手演歌

８(日) のと自慢決勝大会･郷土芸能競演

７巾

８旧）
歩行者天国

オープニング･バザール･趣味の店･

全国ふるさと観光物産展･音楽パレ

ード･民謡パレード･税のコーナー･

安全展

７出

８(日)
ふれあい通り 古本市･フラワーセール

7山
イベント広場

(松戸駅西口)

合気道演技

８旧）
仮装自動車コンテスト･江戸芸かっ

ぽれ･大綱引き

ア倒

８(日)
西ロデッキ

大会本部､警備本部､何でも相談(占

い)､宅地建物相談コーナー､ごみ減

量キャンペーン､松戸ケーブルテレ

ビコーナー

７山

東　　 口

オープニング、歌謡ショー

ヨーヨーつり、民謡ショー

鮮魚大売り出し、音楽パレード

８(日)

ブラスバンド、ジャズバンド、ヨー

ヨーつり、歌謡ショー、野菜の大売

り出し、子供仮装パレードほか

８(日) 松戸中央公園 ビックリフリーマーケット

７倒 伊勢丹前広場 農産物品評会および即売会

お文化ホール 小中学生観光絵画展

て

安
全
課
・
市
民
課
・
各
支
所
ま
　

固
安
全
課
庶
務
係

人口

男

女

世帯

10 月 ７日(土)

８日(日)

午前10時～午後4時30分

松戸駅周辺

松戸中央公園

市

民

の

祭

典
・
松
戸

ま

つ

り

が
、

1
0月

７

日

出

・
８

日

㈲

の

二
日

間

に

わ

た

っ
て

開

催
さ

れ

ま

す

。

各
種

パ

レ

ー

ド
や

の

ど

自

慢

決

勝
大

会

、

輸
入

品

を

は

じ

め

多
く

の

品

物

を

集

め

た

ビ
ッ

ク

リ
フ

リ

ー
マ

ー
ケ

ッ
ト

、
全

国
一
ふ

る

さ

と

観
光

物

産

展

な

ど
楽

し

い

催
し

物

（
左

表

参
照

）
で

い

っ

ぱ
い
で

す

。

固

商
工

課

振

興

係

た
は
左
表
の
出
張
受
付
会
場
で

※
交
通
事
故
に
遭
っ
た
と
き
は
、

必
ず
警
察
へ
届
け
て
く
だ
さ

い

。

松戸まつり

○ お 気 軽 に ご 相 談 く だ さ い

こ

の
保
険
は

、
一
年
間
の

保
険

料
掛
け
捨
て
で

、
最
高
百
万
円
ま

で

保
障
さ
れ
ま
す

。

加
入
で
き
る
人
・：
①
市
内
に
住

ん
で
い
て

住
民
登
録
ま
た
は
外
国

人
登
録
を
し
て
い
る
人
②
市
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
人

保
険
料
：
二

人
一
口
に
限
り

、

年
額
三
百
六
十
円
（
中
途
加
入
は

月
割
り
三
十
円
）

※
来
春
小
学
校
に
入
学
す
る
児
童

は

年
額
百
八
十
円
で
す
。
串
し

込
み
時
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い

。

保
険
期
間
・：
平
成
７
年
1
0月
１

日
か
ら
平
成
８

年
９
月
3
0日

対
象
と
な
る
事
故
…
自
動
車
・

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
・
電
車
な

ど
に
関
連
し
、
国
内
で
発
生
し
た

交
通
事
故
（
航
空
機
・
船
舶
事
故

は
除
く
）

加
入
手
続
き
…
保
険
料
を
持
つ

卜 日　　時 会　　　 場

9 /20團

午後１時30分

？

３時30分

さかえ幼稚園

21困 矢切幼稚園

22廁 八柱市民センター・牧の原栴檀幼稚園

25(月) 稔台市民センター

26(火) 小山集会所

27團 みどり幼稚園・明市民センター

28困 松戸駅東西連絡通路

※雨天の場合 、会場により中 止する 場合がありま す。

人口と世帯

465,053人

236,476人

228,577人

175,589世帯

主な内容

女性のつどい'95

9月定例市議会開会中

市内の環境レポート

情報チャンネル

街の話題

歩行者天国内 は10月７日出 ・８日(日)とも午前 ９時30 分～午後 ５時30 分の間、交通 規制 が

行われます。

また、 ６日廁 午後10時～ ９日(月)午前８時30分の 間、松戸駅西口地下 駐車場の営業を休 止

し ます。この 期間中 の車の出し入 れはできませ んので、ご 注意く ださい。

※まつり 期間中 は、市役所駐車場も 使用できませ ん。

問交通規制 …松戸 商工会議所昔6 ∠卜3111 番 、松戸駅西口地下 駐車場…再開発 課

10月の相談あんない

出会いふれあい楽しさいっぱい

市民交通傷害保険受付中

相 談 名　　 期　　 日　　　　 時　　 間　　　 会　 場

法　律☆

税 務

登　記

行　政

住　宅

交通事故･
市政･一般

巡

回

年

金

相

談

毎週火･木､第2･4月曜日 午後１時～５時

市役所

相談

コーナー

第1 月曜日 午前９時～正午

13塗 午後１時～５時

20啻 午後１時～４時30分

９(月)・23河 午後１時～３時

毎週水曜日 午前10時～午後４時

月～金曜日 午前8時30分～午後5時 市民相談室

３(火)

午前10時～午後３時

常盤平支所

６塗 小金支所

13啻 小金原支所

17(火 馬橋支所

20塗 六実支所

24(火) 新松戸支所

27啻 矢切支所

3耿） 東部支所

※上記以外の日は国民年金課へ

崑

市
　

民
　

相
　

談
　

室

※
金
銭
問
題
の
相
談
も
行
い
ま
す

国

民

年

金

課

適

用

係

人
　

権
　

相
　

談

心
　

配
　

ご
　
と
　

相
　

談

○
の
日
は
心
配
ご
と
相
談
の
み

※人権相談は千葉地方法務局松戸支局(063-6278 番）でも行っています。

商人よろず

相談

労働相談

女性就業相談

4祟
午前10時～午後４時 市役所相談

コーナー

融 商
資 工
係 課18祟

第 １・ ３月 曜日 午後１時～５時 労 商
政 工
係 課水・金 曜日 午前10時～午後４時 女性就業相談室

※労働相談は柏労働基準監督署(Q0471  -63-0245番）でも行っています。

消費生活

相　　 談

就学相談☆

教育相談☆

月～金 曜日 午前９時～午後４時
消費生活センター

S65-6565 番

月～金 曜日
午前９時30分～正午

午後１時30分～５時

教育研究所

S66-7461 番

相談はすべて無 料です。 ☆印の相 談は予約をお願いし ます。

期　　　 日 時　　　 間 会　　 場

第１～第 ４金曜日

午前10時～午後 ３時

市研 櫺]-ﾅｰ

⑧(月) 馬 橋支所

③火） 六実支所

３(火) 小金支所

４祟・⑩幎 常盤平支所

く郤瀬・ 掫 水 新松戸市民ｾﾝﾀｰ

５附・(n牀 小金原市民ｾﾝﾀｰ

蠢

人
権
相
談
＝
援
護
課
庶
務
係

心
配
ご
と
＝
社
会
福
祉
協
議
会

公
6
8・
０
５
０
３
番

相談 名



ゆうまつ

ど
改修オープン記念事業

9 /30汢)～10/4 冰)

女 性 のつ どい'95

『女と男の新しい

パートナーシップをめざして』

ゆ
う
ま
っ

ど
（

女
性
セ
ン

タ
ー

）
の
改

修
オ
ー
ブ
ン

を
記
念

し

、
９

月
3
0日
倒

か
ら
1
0月
４

日
團

ま
で
「
女

性
の
っ

ど
い
9
5」

を

開
催
し
ま

す
。

全
体
テ
ー
マ

は
「
女

と
男
の
新

し
い
パ

ー
ト
ナ
ー

シ
ッ

プ
を

め

ざ
し
て
」

と
し
、
五
日

間
に

わ
た
っ

て
女

性
の
っ

ど
い

実
行

委
員

会
の

企

画

や
世

界

女

性
会

議

を
踏

ま
え

た
ト

ー

ク

シ
ョ

ー
・
協
賛
イ

ベ
ン

ト

な
ど
を
行
い

ま
す

。

皆
さ
ん
の

ご
参
加

を
お
待
ち
し

て
い
ま

す
。

閲

女
性
セ
ン

タ
ー
｛
一一
6
4・
8
7
7
8

番

●日　 時…９月30日（土）午後１時30 分～４時30分

●会　 場…４階ホール　　　 わたしたち
●テーマ…「ともに生きよう女と男～

働く ・子育て・介護」

●内　容…講演とパネルディスカッションとダイアロー

グによりライフステージの中で直面するさま

ざ まな問題を、会場の皆さんと語り合います。

●講　 師…コーディネーター・舘　かおる氏

（お茶の水女子大学女性文化センター助教授）

●パネリスト …

広岡守穂氏（中央大学法学部教授）

北村節子氏（読売新聞生活情報部次長）

駒野陽子氏（日本婦人問題懇話会事務局長）

●企　 画…女性のつどい実行委員会

●日　時…10月１日（日）午後１時30分～３時30分
●会　場…４階ホール
●テーマ…「世界女性会議（北京大会）を超えて」
●内　容…１部　市民によるビデオ報告

２部　船橋邦子氏（佐賀県立女性センター館
長）と生江明氏（社会開発国際調査研究セン
ター代表）によるトーク＆トーク
ＮＧＯフォーラムと政府間会議を踏まえた、
いま一番ホットな情報を伝え、私たちが北京
会議で学んだことを地域にどう生かすか、皆
さんとともに考えます。

●企　画…女性センター

恊　賛　 イ　ベ　 ン　ト

市
民
健
康
づ
く
り
の
集
い

1口/EB( 出)

四( 日)

参
加
者
募
集

今
回
は
、
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
な
催
し
に
つ

い
て
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
1
0月
2
0日
号
に
全
て
の
催
し
を
掲
載
し
ま
す
。

醴
健
康
管
理
課
昔
6
6・
7
4
8
6
番

グ
ラ
ウ
ン

ド

ー
ゴ
ル

フ
大
会

ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
大
会

ヘ
ル
シ
ー

講
座

シ
ル
バ
ー

お
楽
し
み

料
理
教
室

糖
尿
病
会

食
会 行

事
名

9 ８２ 2
9
８2

8
１ 8 １２ 9 ８２8 １２ 2

8
１Ｗ 期
日

午
前
９
時
～

午
後
４
時

午
前
1
0時
～

正
午

午
前
1
0時
～

午
後
３
時

午
前
1
0時
～

午
後
１
時

時
　
間

運
動
公
園

陸
上
競
技
場

金
ケ
作
公
園

野
球
場

健
康
増
進

セ
ン
タ
ー

中
央
保
健

セ
ン
タ
ー

ニ
ュ

ー
オ
ー

タ
ニ

松
戸

店

1
5階
　

エ
ブ

ゼ
〔
ソ
テ
ィ

ブ

会
　
場

一
チ
ー
ム
六
名
の
大
会
形
式
で
行
い

ま
す
。

（
年
齢
制
限
な
し
）

一
チ
ー
ム
ハ

名
の
大
会
形
式
で
行
い

ま
す
。

（
年
齢
制
限
な
し
）

「
か
ら
だ
の
中
を
き
れ
い
に
す
る
食

物
繊
維
の
大
切
さ
と
効
用
に
つ
い

て
」
講
話
と
パ
ネ
ル
展
示
・
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。

六
十
五
歳
以
上
の
方
々
と
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
の
調
理
実
習
と
会
食
会
を

行
い
ま
す
。

糖
尿
病
患
者
お
よ
び
そ
の
家
族
を
対

象
に
、
糖
尿
病
患
者
用
に
調
理
さ
れ

た
料
理
を
会
食
し
、医
師
・
栄
養
士
等

が
適
切
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
。

内
　
　
　
　
　
容

一 一 ふ
ご両
臥

定
員

料無 円5
0
0

２ 費
用

1
0／
1
0吩
ま
で
に

直
接
ス
ポ
ー
ツ
課

窓
ロ
ヘ

固
昔
6
3・
９
２
４

１
番

９
／
2
1困
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
健

康
増
進
セ
ン
タ
ー

き
6
5・
５
５
８
８

番
へ

９
／
2
0團
午
前
９

時
か
ら
電
話
で
健

康
管
理
課
保
健
計

画
係
酋
6
6・
７
４

８
６
番
へ

申

し

込

み

【〉講演会・シンポジウムなど

10/ 似日）

・女性と環境～暮らしからみる地球環境～

・考えてみませんか　私たちのまちづくり

・女と男の楽しい関係～現代のセクシヤリティを考える～

２(月)
・阪神大震災の教訓を活(い)かして

・一人ひとりの市民が暮らしよいまちづくり

３(火)

・母と娘～家族幻想ってなあに～

・楽しい俳句入門講座

・書くことによる人間改革

[〉交流・体験学習など

10/ 2 (月)
・一時保育ってなあに？～親子で体験～①

・感じる私と考える私～私らしさの体験～

３(火) ・かしまし　やかまし　と－きんぐ

4團 ・思いはひとつ～いい女は国を超えて～

５附 ・越境から人と食を知る（つどいアフターパーティー）

[〉実技講習・活動公開・その他

9 /30圉 ・生活力を培いましよう～家庭から社会へ～

10/1  (日）
・うるおいのある生活をめざして（バザー）

・綰本の中の「女の子からやまんぱまで」

｀　　　　　２(月)

・やさしい英会話と社交ダンスの研修

・童謡　ミニコンサード

・踊つてひろげよう人の和パーティー

4伽

・みんなで楽しく歌いましよう

・創意工夫であなたも楽しく作れます（編み物）

・ためしにE［］刷してみませんか？（シルクスクリーン）②

じ〉展示

9/30 ～10/ 1 ・手作り絵本～ふりかぇれぱ10年～

10/1 ～10/ 4

・松戸の女性たちのあゆみ

・俳句で描く日本の秋

・パステルで描く

※手話・保育を希望する人は事前に予約をしてください（すべての催し可）。

※各イベントの開催時間等は女性センターにお問い合わせください。

惠電話で①中里O62-9160 番②森本S46-1561 番（夜間）へ、その他は直接会場で

あ
な
た
の
健
康

前
立
腺
肥
大
症

診
で
は
尿
の
出
方
な
ど
を
、
直

腸
診
で

は

肛

門
よ

り
指

を
入

れ
、
前
立
腺
が
腫
（
は
）
れ
て

い

る

か
ど

う
か

を

触
診
し

ま

す
。
そ
の
ほ
か
、
尿
道
ぼ
う
こ

う
造
影
、
内
視
鏡
、
超
音
波
診

断
等
が
あ
り
ま
す
。

男
性
は

中
年
以

後
に
な
る
と

前
立
腺
が
徐
々
に

肥
大
し
、
そ

の
結
果
排
尿
障
害
を
訴
え
る
人

が
出
て
き
ま
す
。
前
立
腺
は
尿

道
を
取
り
囲
む
位
置
に
あ
り
、

加
齢
と
と
も
に
大
き
く
な
り
尿

道
を
圧
迫
す
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
排
尿
障
害
が
起
こ

っ
て
く

る
の
で
す
。
尿
の
出
が
悪
く
な

っ
た
り
、
残
尿
を
認
め
る
よ
う

に
な
る
と
、
一
回
の
尿
量

が
減

少
し
頻
尿
が
起
き
て

き
ま
す
。

夜
間
頻
尿
が
特
徴
で

、
就
寝
後

排
尿
の
た
め
に
何
度
も
起
き
た

り
、
排
尿
に

時
間
が
か
か
っ
た

り
し
ま
す
。

前
立
腺
肥
大
の
進
行
状
況

薬
物
療
法
と
外
科
的
療
法
が

あ
り
、
薬
物
療
法
で
は
前
立
腺

を
縮
小
さ
せ
る
作
用
の
あ
る
薬

剤
を
使
用
し
ま
す
。
外
科
的
に

は
現
在
は
内
視
鏡
に
よ
る
肥
大

部
分
の
切
除
手
術
が
主
流
に
な

っ
て
い
ま
す

。

し

か
し

、
肥
大
部
分
が
か
な

り
大
き
い
場
合
は
、
開
腹
し
て

摘

出
す

る
手

術

が
行

わ
れ

ま

す
。
こ
の
ほ
か
レ
ー
ザ
ー
光
線

を
照
射
し
て
焼
灼
（
し

ゃ
く
）

す
る
方
法
な
ど
、
い

ろ
い
ろ
な

新
し
い

治
療
法
が
あ
り
ま
す

。

第
一
期
・：
頻
尿
、
特
に
夜
間

頻
尿
が
特
徴
で

す
。
尿
意
が
あ

る
の
に
尿
が
出
に
く
く
、
尿
が

出
て

も
排
尿
し

終
わ
る
ま
で
に

時
間
か
か
か
り
、
尿
線
が
緇
く

な
り
ま
す
。

第
二

期
・：
尿
が
ぼ
う
こ

う
に

残
り
、
排
尿
後
に

残
尿
感
を
感

じ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

第
三
期
…
尿
量
が
極
端
に
減

り
残
尿
量
が
増
え
た

状
態
で

、

三
百

四
以
上
に

も
な
る
こ
と
が

あ
り
、
ぼ
う
こ

う
が
広
が
り
ま

す
。
そ
の

結
果
尿
失
禁
が
起
こ

っ
た
り
、
残
尿
が
多
い
た
め
腎

臓
か
ら
ぼ
う
こ

う
に
尿

が
う
ま

く
流
れ
な
く
な
り
、
腎
臓
に
障

害
が
起
こ
る
危
険
も
出
て
き
ま

す

。
診
断問

診
と
直
腸
診
を
行
い

、
問

剛
排
尿
を
我
慢
し
な
い

口
便
秘
を
し
な
い
よ
う
に

す
る

㈹
長
時
間
座
り

続
け
な
い

圉
日
中
は
適
度
に
水
分
を
と
る

㈲
ア
ル
コ

ー
ル
を
飲
み
す
ぎ
な

い㈲
刺
激
の
強
い
香
辛
料
を
避
け

る
等
が
大
事
で

す
。

五
十
歳
以
上
の
男
性
で

排
尿

困
難
の
症
状
が
あ
っ
た
ら
、
早

め
に
泌
尿
器
科
の

受
診
を
お
勧

め
し
ま
す
。（
松
戸
市
医
師
会
）

講演とパネルディスカッショ

ン

とダイアローグ

ビデオ報告とトーク＆トー

ク

生
活
上
の
注
意
事
項

治
　
療



９
月
定
例
市
議
会
開
会
中

平
成
６
年
度
決
算
な
ど
1
9件
を
審
議

９
月
定
例
市
議
会
が
、
９
月
５

日

㈹
か
ら
2
2日

窗
ま
で

開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

今
回
の
市
議
会
に
は
、
平
成
６

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
・
企

業
会
計
の
決
算
の
認
定
、
条
例
の

一
部
改
正
、
契
約
の
締
結
な
ど
十

九
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
て
い
ま

す
。

（
仮
称
）
八
ヶ
崎
消
防
署
（
完
成

予
想
図
）

川井敏久
市長室・発

上総掘り雑感

主
な
議
案
は
次
の
と
お
り
で

す
。

決
算
の
認
定

▽
平
成
６
年
度
一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
・
企
業
会
計
の
決
算
認

定一
般
会
計

補
正
予
算

ワ
平
成
７

年
度
一
般
会
計
（

第
二

回
）
・
・
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算

に
五
億
三
千
百
四
十
三
万

六
千

円

を
追
加
し
、
総
額
を
一
千
五

十
四
億
五
千
百
八
十
八
万
八
千

円
に
し
ま
す
。

条

例

の

一

部

改

正

マ
松

戸

市

営

住
宅

設

置

及

び

管
理

に

関

す

る

条

例
・
・・
大

規

模

災

害

昨
年
も
暑
い
夏
で
し
た
が
、

今
年
の
夏
も
、
百
一

年
ぶ
り
に

真
夏
日
の
連
続
記
録
が
更
新
さ

れ
る
と
い
う
記
録
的
な
猛
暑
で

の
被
災
者
等
に
係
る
入
居
者
資

格
の
特
例
を
設
け
る
た
め

マ
松
戸
市
病
院
事
業
の
設
置
等
に

関
す
る
条
例
…
福
祉
医
療
セ
ン

タ
ー
東
松
戸
病
浣
の
診
療
科
目

に

呼
吸
器
外
科
・
精
神
科
を
増

設
す
る
た
め

字

の

区

域

及

び

名

称

の

変

更

マ
町
名
地
番
を
整
備
す
る
た
め
の

も
の
・：
五
香
六

実
の
一
部
、
日

暮
の
一
部
と
初
富
飛
地
の
一
部

契
約
の

締
結

》
（
仮
称
）
八
ケ
崎
消
防
署
新
築

工

事
の

請

負
・
・・
消

防

お
よ

び

救

急

体

制
の

充

実

を

図

る
た

め

し
た

。
夜
に

な
っ
て
も
暑
さ
は

衰
え

ず
、
最
低
気
温

が
二
五
度

以
上
と
い
う
熱
帯
夜
も
三
十
日

以
上
あ
り
、
寝
苦
し

さ
に
悩
ま

さ
れ
ま
し
た

。

し
か
し

、
去
年

の
よ
う
に
深
刻
な

水
不
足
に
至
ら
な

か
っ
た
こ

と
は
幸

い
で
す
。

水
と
い
え
ば
、

７
月
2
0日
号
の

広

報
で

も
お
知
ら
せ

し

ま
し
た
が
、
2
1

世
紀
の
森
と
広
場

で
伝
統
技
法
の
工

総
（
か
ず
さ
）
掘

り
」
に
よ
る
井
戸

会
場
・
：
青
少
年
会
館
　
費
用
…
無
料

※
ロ

ビ

ー
・
：

人

形

展

示

・

電

話

お

は

な

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

※

先

着

千

五

百

人

に

記

念

バ

ッ

ジ

を

プ

レ

ゼ

ン

ト

※
ｍ
四
＝

人

形

劇

・

倒

日
‥
紙

芝

居

・

四

日
‥
パ

ネ

ル

シ

ア

タ

ー

惠

当

日

会

場

で

問

財

松

戸

市

お

は

し

キ

ャ

ラ

バ

ン

豐
4
4
・
3
0
3
7

番

、

市

立

図

書

館
S
6
5

・
5
1
1
5

番

掘
り

が

行

わ

れ
ま

し

た

。

新
聞

や

テ

レ

ビ
で

取
り

上

げ

ら

れ
た

こ
と
も
あ
っ
て
反
響
も
大
き
く
、

市
の

内

外

か

ら

大

勢
の

方

が
見

学
に

来
ら

れ

ま
し

た

。
実

際
に

井

戸

掘
り

を

体

験

さ
れ

た

方

も

少

な

く
な

い

と

聞
い

て

ま

す

。

「

上

総

掘
り

」

は

、
干

葉

県

の

上

総

地
方

で

発

祥
し

た

、

竹

の

弾

力
と

人

力
で

掘

削
す

る

伝

統

的

な

深
井

戸

用

の

突

き

掘
り

技
術
で

す

。
市

内
で

も

昭

和
4
0

年
く

ら

い

ま
で

は

用

い

ら

れ
て

い

た

と

い
い

ま
す

。

今

回

は

、
上

総

掘
り

を

守
る

会

（

篠
田

良

夫

会
長

）

の

皆

さ

ん

が

、
松

戸

東
ラ

イ

オ

ン

ズ

ク

ラ

ブ

（
小

暮

勝
正

会

長

）

の

ご

協
力
を
得
て

、
連
日
の
炎
天
下

に
も
か
か
わ
ら
ず
井
戸
掘
り
に

ご
尽
力
さ
れ
ま
し
た

。
井
戸
の

深
さ
は
七
十
じ
で

、
四
十
日
以

上
に
わ
た
る
関
係
者
の
皆
さ
ん

の
ご
苦
労
に
対
し
て

、
改
め
て

感
謝
を
申
し
上
げ
た
い
と
存
じ

ま
す
。

こ

の
水
は

、
ふ
だ
ん
は
近
く

の
小
川
を
通
じ
て
園
内
の
千
駄

剔
池
へ
流
れ
込
み
ま
す
。
ま
た
、

震
災
等
の
非
常
時
に
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
に
飲
料
水
を
提
供
す

る
と
い
う
防
災
上
の

役
割
を
持

つ
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

豊
か
な
緑
の
中
で

、
冷
た
く

澄
ん
だ
水
を
手
に
す
る
と
、
自

然
の
恵
み
を
実
感
さ
せ
ら
れ
ま

？

臼

冫 警 く
ま劇場

（１階体育室）
絵本
の部屋

（１階会議室）
うさぎ劇
場

（２階音楽室）
あ
ひる劇場
（２階集会室）

き
りん劇場
（２階美術室）

製
作の部屋

（２階クラブ室）

10 : 00
10 : 30

11 二10

11 : 50

12 : 20
13 : 10

13 : 50

14 : 30

1凵8

開会式（馬橋北小学校ブラスバンド・バトンクラブが出演）

(人)ぱけくらべ
松戸いずみ幼稚園
いずみキャラバン

(松戸市)

・絵本の貸し出し

・おはなし会
コーナー

(素話)(パ)
(
手袋人形)

語りの世界ＯＢ会

(松
戸市)

午前11時～

(人)ヘンゼルとグレ
ーテル

柴又おはなしころりん
(東京都)

(人)三枚のおふだ

八潮人形劇ピッコロ
(渮玉県)

(人)ぼちぼちいこか
松戸西子ども劇場
サーブルそらまめ

(松戸市)

らくらく人形
づくりＡ

(こども対象)
午前11時
～

午後Ｏ時20分
(人)かくれんぼ
聖徳大学

児童文化研究部
(松戸市)

(人)注文の多い
料理店

インセクト
(東京都)

(音楽劇)３びきのや

ぎのがら
からどん

キャベツおばさん
(市川市)

(人)３びきのこぶた

ひまわり
(松戸市)

Ｏフニメーション)

松戸市おはなしキャ
ラバン

(松戸市)

(ジャンボ絵本)いた
ずら雲の子ゴロ

小朱美津代
(茨城県)

(人)しらゆきひめ

おはなしポケット
(松戸市)

(大紙)スイミー

(
マジック)

トイボックス
(柏市)

昼　　　　休　　　　み

(琴演奏付・紙)

花咲き
山

うらわびと
(埼玉県)

(腹話術) 稲葉　晃
(埼玉県)

(素話)

梁川ざ
っと昔の会

横山幸子( 福眤県)

・絵本の貸し出し
・おはなし会

コーナー

・(紙)どろぼう

がつ
こう

藤田美由紀
(埼玉県)

午後２時～

(手話紙)３びきのこ
ぶた・コスモス
わノ会

(東京都)

(絵巻物)１・２・３
の動物園

みさとんぼ
(埼玉県)

(ﾉで)さるかこがつせん
(おはなし工作)ちい
さいおぱけ

( 人)だる まちやんと
てんぐ ちやん
おはなし 劇団ねこの
し つぽ

(松戸市)

らくらく人形
づくりＢ

(
こども対象)

午後
１時10分～
午後２時30分

(人)３びきのやぎの

がらがらどん
大きなかぶの会

(松戸市)

(
人)虹の島

(紙)とりのみじさ
にじのくに

(松戸市)

(人)クムガンサンの
とらたいじ

松戸市おはなしキャ
ラバン　( 松戸市)

閉会式

す
。
そ
れ
と
と
も
に
、
こ
の
恵

み
Ｉ
水
と
緑
を
守
り
育
て
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く

感
じ
も
し
ま
し
た
。

市
内
の
水
や
緑
を
大
切
に
し

て
い
く
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
で
す
が
、
私
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
に
よ
り
一
層
水
や
緑
に
関
ふ

を
持
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

こ

う
し
た
環
境
を
守
り
育
て
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

そ
し
て

、
ホ
タ
ル

ー
ト
ン
ボ

な
ど
多
く
の
生
物
が
自
然
発
生

す
る
こ

と
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

清
流
に
し
か
棲
（
す
）
ま
な

い
と
い
う
ホ
タ
ル
は
、
水
と
緑

の

象
徴
と
で

も
言
え
る
で
し

ょ

う
。
そ
ん
な
ホ
タ
ル

が
2
1世
紀

の

森
と

広
場
の

中
を
群
れ
な
し

て

舞
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
心

躍
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

近
い

将
来
、
ぜ
ひ

市
民
の
皆

さ
ん
と
一

緒
に
、
夏
の

夕
べ
を

ホ
タ
ル
の

光
を
眺
め
な
が
ら
過

ご
し
て
み

た
い
と
思
い

ま
す
。

市
民
の

皆
さ
ん
の
声
を
直

接
お
聞
き
す
る
た
め
、
市
長

室
直
通
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
市
政
に
対
し
て

感
じ
て
い
る
こ
と
や
建
設
的

な
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い

（
８
月
末
現
在
百
九
十
三

件
受
信
）
。

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
6
6）
2
3
0
1
番

新しく
なった

予防接種

嚮呆健衛生課

上
手
に
予
防
接
種
を
受
け
る
た
め
に
③

文
化

ホ
ー
ル
ギ

ャ
ラ
リ

ー
の

1
0月
１
日
㈲
午
前
1
0時
　
会

場
文
化
ホ
ー
ル
（
講
座
室
）

使
用
期
間
平
成
８
年
１
月
５
日

窗
～
３
月
3
1日
収
　
持
ち
物
使

利

用

受

付

用
料
金
・
社
会
教
育
関
係
団
体

登
録
証
（
該
当
団
体
の
み

）

固
文
化
ホ
ー
ル

登
6
7・
7
8
1

0
番

70なの深さまで掘られた上総掘りの井戸

す
る
の
を
防
ぐ
た
め
の

追
加
接

種
で
す
。
両
方
と
も
必
要

な
予

防
接
種
で

す
の
で
受
け
て

お
き

ま
し

ょ
う
。

努

力

接

種

は

「
接

種

し

な

く

て

も

よ

い
」

と

い

う

こ

と

で

は

あ

り

ま

せ

ん

義
務
接
種
か
ら
努
力
接
種
に

変
わ
っ
た
と
い
う
こ

と
で
、「
や

っ
て

も
や
ら
な
く
て

も
ど
ち
ら

で
も
い
い
の
で
す
か
？
」
と
い

う

質

問
を
よ

く
耳

に

し

ま
す

が
、
決
し
て
そ
う
で

は
あ
り

ま

せ
ん

。
病
気
の
予
防
を
す
る
た

め
に
は
、
接
種
し
た
方
が
よ
い

こ

と

に
は

変

わ
り

あ
り

ま
せ

ん
。
予
防
接
種
は
「
受
け
さ
せ

ら
れ
る
」
も
の
で

は
な
く
、
予

防
接
種
に
つ
い
て
よ
く
理
解
し

た
う
え
で
、「
受
け

る
」
も
の
に

変
わ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

大
切
な
の
は
理
解
す
る
こ
と

で
す
。
接
種
す
る
と
き
は
医

師

が
診
察
し
、
当
日
接
種
で

き
る

か
ど
う
か
は
、
医
師
が
判
断
し

ま
す
が
、
そ
れ
に
よ
り
受
け

る

か
ど
う
か
の
最
終
的
な
判
断
は

保
護
者
が
し
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
送
ら
れ
て

き
て
い
る
お
知

ら
せ
や
説
明
を
よ
く
読
み
、
十

分
な
知
識
を
得
る
こ
と

が
大
切

で
す
。

予
防
接
種
の

制
度
が
変
わ
り
、

新
し
い
方
法
が
始
ま
っ
て
か
ら

５
ヵ

月
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
ま

だ
ま
だ
新
制
度
は
十
分
に
理
解

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。

小

学

生

・
中

学

生

も

接

種

に

出

か

け

よ

う

予
防
接
種
の

新
制
度
は
、
個

別
接
種
の
推
進
と
「
義
務
接
種
」

か
ら
「
努
力
接
種
」
に
な
っ
た

こ

と
が
大
き
な
変
化
で
す
。
こ

れ
を
受
け
て
市
で
は

、
４

月
か

ら
幼
児
の
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ

・
ポ
リ
オ
以

外
の
予
防

接
種
を
、
個
別
接
種
に
変
更
し

ま
し
た
。
そ
れ
が
原
因
な
の
で

し
ょ
う
か
、
今
ま
で

学
校
で
集

団
で
受
け
て
い
た
小
・
中
学
生

の
接
種
の
状
況
が
あ
ま
り
よ
く

あ
り
ま
せ
ん
。
保
護
者
と
一
緒

に
医
療
機
関
に
出
か
け
る
こ
と

に
慣
れ
て
い

な
い
た
め
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
中
学
生

が
対
象
と

な
っ
て
い
る
風
し
ん
予
防
接
種

は
、
先
天
性
風
し
ん
症
侯
群
の

子
ど
も
が
生
ま
れ
る
の
を
防
ぐ

た
め
に
大
切
な
予
防
接
種
で

す

ま
た
、
小
学
校
六
年
生
が
対

象
の
Ｄ
Ｔ

二
期
（
旧
ジ
フ
テ
リ

ア
三
期
）
は
、
幼
児
期
に
Ｄ
Ｐ

Ｔ
で
獲
得
し
た
ジ
フ
テ
リ
ア
や

破
傷
風
に
対
す
る
免
疫
が
低
下

おはなしフェスティバル

会場‥青少年会館

9
/
30
日
出

冫 響 くま劇場
（１階体育室）

綰
本の部屋

（１階会議室）
図書館市民講座
（２階集会室）

キャラバ
ン講座

（２階美術室）
キャラバ
ン講座

（３階学習室）

13 二30

13 : 55

14 : 20

14 二45

15 : 10

15 二30

(人)ばけくらべ
人形劇団ふうせん

(流山市)

'絵本の貸し出し

・おはなし会
コーナー

・(紙)アレクサンダ
とぜんまいねずみ
遠藤美津子
(松戸市)

午後２時～

べ素話)

エプロンおじさん
(松戸市)

午後２時20分～

児奎文学講演会
｢房総の民話を

訪ねて｣

実技講座

「人形劇の頭
づくり」

講演会

｢おはなし上手は
子育て上手｣

(人)
３びきのくま

新松戸ベビーホーム
(松戸市)

午後１時30分～３時30分

講師
：民俗研究家

児墮文学者
安藤　擽
氏

定μ:50人
費用：無料

匣電話で市立図爲館
≪65―5115番へ

(先猖順)

講師
：おはなしキャ

ラバン事業部
艮
;砺||幸子氏

定員 二30人
材料費:4〔}O円

講師
：おはなしキャ

ラバン理事

浜島代志子氏
定員:80人
費用：無料

(人)にんぎょうげき
馬橋北小学校

人形劇クラプトトロ
(松戸市)

(人)大きなカブ
おはなし玉手箱

(埼玉県) 圃電話でおはなしキャラバン　ｌ
≪44-3037番へ（先着順）　 １

(
人)魔女の金貨

(紙)どろぼうがつこう
人形劇団ウィルチェ
アー　　(松戸市)



私
た
ち
の
日
々
の
生
活
は
、
環
境
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

市
で

は

、
生
活

環
境

を
よ

り
良

く

す
る

た
め
に

、

様
々

な
取

り
組
み

を
し

て
い

ま

す
。

し

か
し
川

や
空

気
の

汚
染

な

ど
、

改
善

さ
れ

な

け
れ
ば

な

ら

な
い

こ
と

が
数

多

く
残

さ
れ
て

い
ま

す
。

よ

り
快

適
な

環
境

を
取

り
戻

す
た

め
に

、
私

た

ち
が
暮

ら

す

周
囲

の
状

況

を
知

り
、

自
分

が
で

き
る
身

近

な
こ

と
か

ら
行
動

す

る
こ

と
が
大

切
で

す

。

市

内
の

環
境

レ

ポ
ー
ト

と

、
古
ケ

崎
中

学

校
の

科
学

部
で

の

取

り
組
み

を

紹
介

し
ま

す
。

摺

公

害
課快適環境の向上を目指して地下水汚染

市内の環境レポート
身
近
な
環

境
を

チ
ェ
ッ

ク

古
ケ
崎
中
科
学
部

古
ケ
崎
中
学
校
の
科
学
部
（
顧

問
・
仙
田
邦
夫
教
諭
）
で

は
、
大

気
汚
染
の
状
況

な
ど
自
分
た
ち
が

生
活
し
て
い
る
周
り
の
環
境
を
知

る
た
め
、
「
樹
木
の
大
気
浄
化
能

力
度
チ
エ
ッ
ク
」
や
「
雨
の
酸
性

度
チ
ェ
ッ
ク
」
等
の
実
験
を
行
っ

て
い
ま
す
。

やっぱり

きれいな空気で

暮らしたい！

この実験をすることで、

関心がなかった環境のこ

とも考えるよう になり ま

した。

やっぱりきれいな空気

の中で暮らしたいです。

環境を守るためには、

一人ひとり が自覚を持っ

て行動することが大切だ

と思います。

２年生

富田　博一くん(右)

金子　　 太くん(左)

樹
木
の
大
気
浄
化

能
力
度
チ
ェ
ッ
ク

校
庭
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
の
葉
を

使
っ
て
樹
木
の
蒸
散
速
度
を
測
定

「今日のｐＨはいくつかな」酸性度を調べる科学部のみなさん

し
ま
す
。

蒸
散
と
は

、
樹
木
が
大
気
の
汚

染
物
質
を
吸
収
し
大
気
を
き
れ
い

に
す
る
働
き
を
す
る
時
、
水
分
を

外
に
出
す
こ
と
で

す
。

汚

染
物
質
の
吸
収
の
速
さ
は
、

蒸
散
の
速
さ
と
密
接
に
関
係
す
る

た
め
、
蒸
散
す
る
水
の
量
を
測
る

こ
と
で
、
樹
木
の
大
気
浄
化
能
力

度
を
測
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

雨

の

酸

性

度

チ

ェ

ッ

ク

雨
が
降
る
度
に
、
容
器
に
雨
水

を
採
取
し
、
酸
性
度
を
調
べ
て
い

ま
す
。
酸
性
雨
と
は
、
工
場
や

自
動
車

か
ら
排
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
を
洗

い
流
し
な
が
ら
降
っ
て
く
る
た
め
、

自
然
な
状
態
よ
り
も
酸
性
度
が
高

く
な
っ
て
い
る
雨
の
こ
と
で

す
。

古
ヶ

崎
中
で
は
平
均
し
て

函
五

・
０
一

五
・
二
程
度
が
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。

◇
　
　

◇
　
　

◇

実
験
の
結
果
は

、
科
学
部
以
外

の
生
徒
に
も
発
表

さ
れ
、
環
境
に

つ
い
て
の
授
業
の

教
材
と
し
て
役

立
て
ら
れ
て
い
ま

す
。

騒音・振動

水質汚濁私にもできる

環境の保護
大気汚染私にもできる

環境の保護

一 川 を 汚 し て い る 原 因 の

ほ と ん ど は 生 活 排 水 ！-

市内を流れる河川を汚しているのは、工場

や事業所から流される排水や、家庭力ヽらの生

活排水です。しかし、工場や事業所は厳しく

規制されてきたため、現在その原因のほとん

どは生活排水によるものになっています。

河川の汚れはここ数年で徐々に改善されて

きていますが、まだ環境基準は達成されてい

ません。

市ではいろいろな生き物が棲(す)み、人々

とふれあえる「生きた川の流れるまちづくり」

を実現させるため、平成３年度に水環境管理

基本計画・生活排水対策推進計画を策定しま

した。さらに平成４年度には川をきれい|こす

る条例を制定し、下水道の整備を進めたり、

合併処理浄化槽の普及を呼び掛けるなど、清

流復活に取り組んでいます。

●汚れをふき取ってから洗い

ます。

●川や水路、道路にゴミや吸

いがらを捨てません。

- ご み の 焼 却 が 近 所 の 迷 惑

に な っ て い ま すｰ

市に寄せられている苦情で多いのは、ぱい

煙に関するものです。住宅地でのごみの焼却

は、洗濯物を汚すなど近所に迷惑をかけるこ

とがありますので、十分に注意してください。

そのほ力自動車、工場や事業所、家庭の暖

房などから発生する汚染物質が、大気汚染の

主な原因です。そのうち二酸化硫黄・一酸化

炭素・浮遊粒子状物質・光化学オキシダント･

二酸化窒素については環境基準が定められて

います。現在市内では、二酸化硫黄と一酸化

炭素は環境基準を達成していますが、そのほ

かの物質については達成されていません。

市では市内の工場や事業所に対し、排出の

規制を行っています。また自動車からの汚染

物質を抑えるため、平成４年|こは「自動車Ｎ

ＯＸ削減法」が施行され、国や県と協力して

汚染の防止に取り組んでいます。

●マイカー通勤を控え、電車

’やバスを使います。

－ カ ラ オ ケ 騒 音 の 被 害

の 声 が 増 え て い ま す ー

建築作業現場、土砂置場の騒音・振動や、

飲食店のカラオヶの音、また近隣間では室外

機 一楽器などの音についての被害の声が数多

く市に寄せられています。近隣間の問題は、

話し合いにより互いの理解を深めることで解

決したいものです。

また市では、自動車に関する騒音･振動を把

握するため、市内の主要な幹線道路で測定を

行っています。

騒音や振動は、自動車の台数や速度のほが

道路整備の状況に左右されます。

市内の主要幹線道路の中

には環境基準を超えて

いるものもあり、道

路整備等が課題|こな

っています。

●急発進、急加速、空ぶかし

やスピード の出し過ぎはや

めます。

●車の定期点検整備はきちん

と受けます。

恥
百

～

７

は

公

証

週

間

公

証

相

談

を

行

い

ま

す

1
0月
６
日

廊
午
後
１

時
～
３
時

会
揚
市
役
所
市
民
相
談
コ
ー
ナ

ー

内
容
遺
言
、
契
約
、
会
社
の
定
款
、

私
文
書
の
認
証
・
確
定
日
付
等
公

正
証
書
の
作
成
な
ど
　

相
談
員
公

証
人
筒
千
葉
地
方
法
務
局
松
戸
支
局

四

6
3・
（
ｎ
〉（
乙
７
（
χ
）
番

高

齢

者

世

帯

用

に
民

間

ア

パ

ー

ト

を
借

り

上

げ

ま

す

住
宅
に

困
っ
て
い
る
高
齢
者
世

帯
の
た
め
に

、
市

が
民
間
ア

パ
ー

ト
を
借
り
上

げ
て
お
借
し
し
て
い

ま
す
。
住
宅
を
提
供
で

き
る
方
は
、

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

借
り
上
げ
家
貫
月
額
三
～
五
万

円筒
住
宅
課
公
営
住
宅
係

白
井
聖
地
公

園
墓
地
使
用

者
を
公
募
し

ま
す

申
し

込

み

で

き

る
人
・
＝
市

内

ま

た
は

白

井

町
に

一

年
以

上
居

住

し

て

い

る
人
で

、
白

井

聖

地
公

園

を

使
用

し

て
い

な
い

人

（

一
世

帯
一

区

画

に

隕

る

）

申

し

込

み
案

内

書
の

配

布
・
・・
９

月
2
6
日

㈹

ま
で

、
市

役

所
白

井

聖

地
公

園

課

・

各

支
所

・

白
井

聖

地

公

園

管
理

事

務

所
・

白

井
町

役
場

申
し

込

み

＝
・
９

月
2
4
日

面

～
2
6

日

㈹

、
午

前
９

時
～

午

後
４

時
の

間
に

市
役

所

本

館
二

階

大

会

議
室

お

よ

び
白

井

聖

地
公

園

管
理

事
務

所
で

受
け

付

け

ま

す
。

申

込

申
請

書

、

所

定
の
（

ガ
キ

（
切

手

を

貼

っ
た

も
の

）
、

印
鑑

・
住

民

票
（

本

籍

・

住
所

・

氏

名

・
世

帯
主

・

続

柄

が

記

載

さ
れ
て

い

て

、
本

年
９

月

１
日

以

降
に

交
付

さ
れ

た

も
の

）

を

持

参
し

て

く
だ

さ
い

。

抽
選
：
1
0
月

１１１
日

南

午

前
1
0
時

か
ら

市

役

所

本
館

二

階

大

会

議
室

※
抽
選

結

果
は

後
日
（

ガ

キ
で

通

知
し

ま

す

。

苟
百

井

聖

地
公

園

課

募集区画数と使用料･管理料

種別 向き 区分 区画数 使用料 管理料

普
通
墓地

（5m ）゙

喬
焼
骨
81

4聞,000円

年額4,800 円
※４年４ヵ月分

一括前納額
21,424円

(消費税含む)
※次回更新時か

らは、５年度
分一括前納

一般
５

西
向

焼
骨
93

418,000円

一般
５

９
／
2
1附
～
3
0出
は
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動

無
理
し
な
い

用
心
深
さ
も

年
の
功

平
成
６

年
度
の
定
期
監
査
及
び

び
財
政
援
助
団
体
等
監
査
結
果
概

要
を
次
の
と
お
り
公
表
し
ま
す
。

平
成
７
年
９

月
５
日

松
戸
市
監
査

委
員

松

戸

市

立
病

院

、

福
祉

医

療

セ

ン

タ
上

東
松
戸

病

院

、

福
祉

医

療

セ

ン

タ

ー
老
人

保

健

施

設
梨

香

薤

○
監

査

対

象
事

項

＝
配

当

予

算

の

執

行
状
況

、
委

託

料
の

事
務

処

理

状
況
、
財
産
・
備
品
の
維
持
管
理
状
況

（
共
通
事
項
）
、
学

校
に

対
す

る

予

算

配

分

及

び

執

行

状
況

、

学
校

用

物

品

等
の

共
同
購
入

状
況
（
財

務

課
）
、

学

校

施
設

及

び
用

地

の

維
持

管

理

状
況
（

施
設

課

）
、
使

用

料
・
保
育

料

等
の
収
納
状
況

、
教
職
員
及

び
児

童
・

生

徒
の

状
況

、
就
学

奨

励
の

処

理

状

況

、

校
外

指

導

施

設
の

運

営

状
況

學

務

課
）
、
児
童
・
牛
徒

の
保
健

対

策

の

状
況
（
保
健
体
育

課

）
、
社

会
教

育

関
係

団

体
に

対

す

る

育
成

指

導

状

況
（

社
会

教

育
課

）
、

体
育

施

設

の

管
理

運

営

状
況
（
ス

ポ

ー
ツ

課

）
、

社

会
教

育

施

設
の

管

理

運
営

状

況

（
公

民

館
・
図

書
館
・
文
化

ホ

ー
ル
・

青

少

年
会

館
・
戸

定

歴

史

館
・
市

立

博

物
館

）
、
少

年
の

非

行

防
止

と

健

全

育

成
状

況
（

少

年
セ

ン

タ

古

、

備

品
（
図

書

を

含

む
）
台

帳
の

整

備

状
況

、
実
験
用
劇

毒
物
等
の

受
払

い

及

び
保
管
状
況

、
寄
附

受
入

れ
の

事

務
処

理

状
況
（
各

小
・
中
学

校

）
、
証

紙
の

受
払
い

状
況

、
予

防

査

察
の

状

況

、
火

災
・
救
急

及

び
そ

の

他

の

災

害
出
動
の
状
況

、
財
政
的

援

助
に

係

る
事
務
処
理
状
況
（

消
防

局

）
、
水
道

料

金
の

収

納
状

況
（
水
道

局

）
、

業

務
の

経

営

管
理

状

況

（
国

保

松

戸

市
立
病
院
・
福
祉
医

療
セ

ン

タ

ー
東

松
戸
病
院
・
福
祉
医

療
セ

ン

タ

ー
老

人

保
健

施

設
梨

香

苑

）

○

監
査

の

期

間
＝

平

成
７

年
３

月

2
5日
か
ら
平

成
７

年
６
月
９
日

ま
で

○

監

査
の

結

果
‥
‥
監
査
の

結
果
は
、

お
お

む

ね
適

切

と

認
め

ら

れ

た
。

〔
財
政
援
助
団
体
等
監
査

○
監
査
対
象
団
体

巾
財
政
的
援
助
を
与
え
て
い
る
も

の
の
う
ち
、
福
祉
部
な
が
い
き
課
に

係
る
次
の
団
体

社
団
法
人
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー

加
藤
光
治

原
島
康
廣

並
木

幸
雄

町
山
宏
之

記

Ｏ
監

査

の

対

象
＝

教
育

委
員
会
（
教

育
総

務

部

、
学

校
教

育

部

、
社
会

教

育
部

な
ら

び
に

横
須

賀
、
新

松
戸
南
、

古
ヶ

崎
南

の

各

小

学
校

及

び
旭

町

中

学
校

）
、
消

防

局

、
水
道

部

、
国

保

ぼ
出
資
し
て
い
る
も
の
で
政
令
で

定
め
る
も
の
の
う
ち
、
社
会
教
育

部
図
書
館
に
係
る
次
の
団
体

財
団
法
人
松
戸
市
お
は

な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン

○
監
査
対
象
事
項
＝
補
助
・
出
資

事
業
が
補
助
・
出
資
目
的
に
そ

っ

て
適
切
に
執
行

さ
れ
て
い

る
か
、

補
助
・
出
資
事
業
に
係
る
経
理

が

適
切
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
事
業

目
的
に
そ
っ
て

効
率
的
に
運
営
さ

れ
て
い
る
か
、
以
上
の
事
項
を
重

点
に

監
査
を
実
施
。

Ｏ
監
査
の
期
間
＝
平
成
７
年
５

月

９
日
か
ら
平
成
７
年
６
月
８
日
ま
で

○
補
助
目
的
・
効
果

社
団
法
人
松
戸
市
シ
ル

バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
＝
市
内
に

居
住
す
る

高
年
齢
者
の

希
望
に
応
じ
た
臨
時

的
か
つ
短
期
的

な
就
業
の

機
会
を

確
保
し
、
提
供
す
る
こ
と
等
に
よ

り
、
こ
れ
ら
の

者
の
生
き
が
い
の

充
実
、社
会
参
加
の
推
進
を
図
り
、

高
年
齢
者
の
能
力
を
生
か
し
た
活

力
あ
る
地
域
社
会
作
り
に
寄
与

す

る
こ

と
を
目
的
と
す
る
。
同
セ
ン

タ
ー
へ
の
補
助
は
、
セ
ン
タ
ー
の

円
滑
な
る
管
理
運
営
に
要
す
る
経

費
と
し
て
有
効
に
利
用

さ
れ
、
十

分
効
果
を
上

げ
て
い
る
。

財
団
法
人
松
戸
市
お
は
な
し
キ

ャ
ラ
バ
ン
＝
市
に
お
い
て
巡
回
お

は
な
し
会
を
閧
催
し
、
併
せ
て
市

民
に
対
し
て
お
は
な
し
の
技
術
指

導
を
行
い
、
図

書
館
に
お
け
る
幼

児
・
児
童
に
対

す
る
図
書
館
活
動

の
推
進
を
図
り
、
も
っ
て
児
童
文

化
・
児
童
文
化
財
の
向
上
、
発
展

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

同
法
人
へ
の
出
資
は
、
同
法
人
の

円
滑
な
る
管
理
運
営
に
要
す
る
資

金
と
し
て
有
効
に
利
用
さ
れ
、
十

分
効
果
を
上

げ
て
い

る
。

○
監
査
の
結
果
＝
収
支
の
会
計
経

理
に
係
る
事
務
処
理
及

び
帳
簿
並

び
に
証
拠
書
類
等
は
、
お
お
む
ね
適

切
で
、
補
助
・・
出
資
目
的
に
沿
い
運

営
さ
れ
て
い

る
も
の
と
認
め
ら
れ

た
。

地 下 水 が 汚 染 さ れ な い

よ う 厳 し く チ ェ ッ ク ！

市内ではこれまでに和名ヶ谷・稔台、松飛

台、紙敷、六実、栗山、二十世紀が丘・松戸

の各地区で、地下水に有機塩素系化学物質が

確認されています。市では状況を把握するた

め、定期的に地下水の調査をしています。

調査の結果、汚染が発見された地区の一部

には有機塩素系化学物質除去装置を設置し、

地下水をくみ上げて処理をしています。その

ほかの地区の住民に対しては、上水道への転

換や煮沸して飲料にすることを呼び掛けてい

ます。

また有機塩素系化学物質

を使用している事業所

に対しては、立ち入

り調査をし、排水の

水質検査を行っています。

( 仮称)

タウンスクール

根 木 内

がオープンします

近

年
の
児
童
数
の
減
少
に

伴
い

生
じ
た
余
裕
教
室
を
有
効
的
に
活

用
す
る
た
め
、
モ

デ
ル
事
業
と
し

て
根
木
内
小
学
校
の
余
裕
教
室
を

生
涯
学
習
の
場
と
し
て
皆
さ
ん
に

お
貸
し
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

利
用
日
時
…
1
0月
４
日
困
か
ら

の
毎
日
（
1
2月
2
8日
～
１
月
４

日

を
除
く
）
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時

対
象
・：
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

で
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る

人
①
社
会
教
育
関
係
団
体
②
青
少

年
健
全
育
成
活
動
の
た
め
の
団
体

③
そ
の
ほ
か
教
育
委
員
会
が
認
め

た
団
体

使
用

目

的

が
次

に

該

当

す

る

場

合

は

、
お

貸
し

で

き
ま

せ

ん

。

①
学

校
の

授

業
の

妨

げ
に

な

る

も

の
（

カ
ラ

オ
ケ

ー
ダ
ン

ス

・
合

唱
・

楽

器

演
奏

等

）

②

宗

教
活

動

・

政

治

活

動

・

営
利

行

為

③
受

講
料

を

徴
収

し
て

運

営
す

る

学

習
塾

等

④

入

場

料

を

徴

収
す

る
講

演

会

・
映

画

会

等

費
用
・
＝
無

料
　

貸

出
教

室

＝
・
五

室

二

室

当

た

り
二

十

上

二
十

人

程

度
利

用

可

能

）
　
　
交

通
機

関

…

①

２

北
小

金

駅

南

口

か
ら

小

金

原

団

地

循

環
（

右
回

り

）
線
「

御

堂
の

上

」

ま

た

は
「

表
門

」
下

車

徒

歩
三

分

②

皿

新

八

柱

駅
、

新

京

成
八

柱
駅

南

口
ま

た

は

新

京
成

常
盤
平

駅

北
口

か
ら

小

金

原

循

環

線

「
バ

ス

案
内

所
」

下

車

徒

歩
五

分

東
自
動

車
で

来

場
は
で

き
ま

せ

ん

。

匣

利

用

日
の

三

ヵ

月

前

か
ら

、
電

話
で

矢
切

公

民

館

一`
6
8・
1
2
1

4

番
（
月

曜

休

館

）
へ

道

路
の

不

法

使

用

は

や

め

ま

し

よ

う

車
道
や
歩
道
に
商
品
や
看
板
を
並
べ
て
営
業
す
る
こ

と
は
、
通
行
の
妨
げ
と
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、

み
ん
な
が
迷
惑
す
る
行
為
は
や
め
ま
し
よ
う
。

黷

道
路
課

女

性

就

業

相
談

室

が

女

性

セ

ン

タ

ー

に
移

転

し

ま

す

市
役
所
本
館
で
行

っ
て
い
る
女

性
就
業
相
談
室
は
、
1
0月
４
日

團
か

ら
女
性
セ
ン

タ
ー
に

移
転
し
ま
す
。

移
転
後
も
毎
週
水
・
金
曜
日

に

女
性
の
就
業
に
関
す
る
相
談
、
内

職
の
あ
っ
旋
を
行
い
ま
す
の
で

、

ど
う
ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

蠢
商
工
課
労
政
係

赤

い
羽

根

募

金

運

動

に

ご
協

力

く

だ

さ

い

「
赤
い
羽
根
」
共
同
募
金
運
動
は

1
0月
か
ら

全
国
一
斉
に
行
わ
れ
る

国
民
助
け

合
い
運
動
で

す
。

松
戸
市
の
平
成
６

年
度
実
績
は

四
千
五
百
七

十
二
万
九
千
百
円
で
、

県
共
同
募
金
会
を
通
じ
市
社
会
福

祉
協
議
会
、
民
間
社
会
福
祉
施
設
・

団
体
な
ど
に
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

蠢
千
葉
県
共

同
募
金
会
松
戸
支
会

（
援
護
課
内
）

マ

イ

カ

ー
点

検

教

室

1
0月
１
日

㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
３

時
　

会
場
東
部
ス

ポ
ー
ツ

パ
ー
ク
　

費
用
無
料
（
昼
食
付
言

圉
千
葉
県
自
動
車
整
備
振
興
会
松

戸

支
部
・
1
4
1・
0
2
2
3

番
へ

小

金

原

老

人

福

祉

セ

ン

タ

ー

ク

ラ

ブ

展

覧

会

（
翠

墨

会

書

道

展

）

９
月
2
3日
倒
～
2
5日
側
、
午
前

９
時
～

午
後
５

時
　
会
場
小
金
原

市
民
セ
ン

タ
ー

蠢
小
金
原

老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー一
四

4
4・
Ｑ
）９
】７
０
番

危

険

物

取

扱

者

試

験

1
2月
３
日
㈲
　

会
場
日
本
大
学

理
工
学
部
（
習
志
野
市
）
　
種
類
甲

種
五
千
円
、
乙
種
三
千
四
百
円
、

丙
種
二
千
七
百
円

惠
1
0月
３
日
㈹
～
６
日

嵐
の
間
に

所
定
の
願
書
（
消
防
局
と
市
内
各

消
防
署
で

配
布
）
を
持
っ
て
、
市

消
防
局
内
松
戸
市
危
険
物
安
全
協

会
事
務
局
（
・
。
6
3・
1
1
1
1

内

線
Ｗ
一
番
）
へ

※
希
望
者
に
は
受
験
講
習
会
や
模

擬
試
験
を
有
料
で
行
い
ま
す
。

市

立

東

松

戸

病

院

休

診

の

お

知

ら

せ

泌
尿
器
科
外
来
は
、
９

月
2
2日

童
・
2
5日
側
に
休
診
し
ま
す
。

黯
福
祉
医
療
セ
ン
タ
ー
東
松
戸
病

院
総
務
課
医
事
係
・
1
9
1
・
5
5
0

0
内
線
2
1
0
9

番

秋

ま

つ

り

イ

ン

ー
サ

ン

ロ

ー

ド

ー
フ

リ

ー

マ

ー

ケ

ッ

ト

出

店

者

募

集

1
0月
1
5日
㈲
午
前
1
0時
3
0分
～

午
後
４

時
3
0分
〔
雨
天

中
占

会
場
サ
ン
ロ
ー
ド
五
香
商
店
街

京

葉
銀
行
常
盤
平
支
店
前
広
場
　

対

象
二
十
歳
以
上
の
個
人
ま
た
は
団

体
　

区
画
二
回
×
二
μ
　

定
員
先

着
三
十
店
　
出
店
料
一
区
画
五
百

円圃
９

月
2
5日

囲
ま
で

に
、
電
話
で

実
行
委
員
会
・

秋
元
・
1
8
7・
2
4

3
7

番
へ

宝

く
じ

の
助

成
事

業
で
「
太
鼓

」

を

購

入

下
矢
切
第
三
町
会
で

は
、
平
成

七
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
Ｔ
｡
 助
成
事
業

に
よ

っ
て
太
鼓
を
購
入
し
ま
し
た
。

こ
の
助
成
事
業
は
、
轍
自
治

総

合
セ
ン

タ
ー
が
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入

を
財
源
に

、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ｊ
ｌ
活
動
に
必
要
な
施
設
や
設
備
の

整
備
な
ど
に
助
成
す
る
も
の
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
健
全
な
発
展
を

図
る
と
と
も
に
、
宝
く
じ
の
普
及

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

鷯
地
域
振
興
課
振
興
係

1
0月
１
日
は
国
勢
調
査
で
す

1
0月
１
日
の
国
勢
調
査
を
前
に

、

９
月
2
3日
出
～
3
0日
出
の
間
に
、

調
査
員
が
調
査
票
の
記
入
の
お
願

い
に
伺
い
ま

す
。

調
査
票
は

、
1
0月

―
日
旧
～
８

日
収
の
間
に
調
査
員
が
受
け
取
り

に
伺
い
ま
す

。
留
守
が
ち

な
方
は

ご
在
宅
の
日
を
調
査
員
に
お
伝
え

く
だ
さ
い
。

な
お
、
お
答
え
い
た
だ
い

た
内

容
に
つ
い
て
は
、
こ
の
調
査
以
外

の
目
的
に
使
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
心
し
て

ご
記
入
く
だ
さ
い

。

蠢
総
務
部
庶
務
課
統
計
係

ご
利

用

く

だ

さ

い

林

間

学

園

軽
井

沢

荘

・

白

樺

高

原

荘

市
の

林
間
学
園
施
設
（
軽
井
沢
　
　

社
会
教
育
活
動
や
レ
ク
リ
ェ
ー

荘
・
白
樺
高
原
荘
）
を
開
放
し
ま
す
。

シ
ョ
ン
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

へ 軽 井 沢 荘 白樺高原荘

交　　通

(電車)信越本線軽井沢駅か
らバスで軽井沢高校
前下車徒歩20分

(車) 上信越自動車道碓井
軽井沢インターから
約30分

(電車)中央本線茅野駅から
バスで美し松入口下
車徒歩3〔)分

(車) 上信越自動車道佐久
インターから約１時
間。中央自動車道諏
訪インターから約45
分

宿 泊 費

大人（高校生以上）200 円
子ども（小･中学生）100 円

大人（高校生以上）800 円
子ども（小･中学生）400 円

※市外居住者は、いずれも２倍

暖 房 費

(10月～8
年４月)

１人50 円 １人200 円

食　　事 外食のみ 自炊不可(出前は可)

※利用 期間　 ９月26曰(火)～８ 年５月初旬(う ち月曜曰く祝日 等と 重な る

場合はその翌々日 〉･12月31日(日卜 ８ 年１月３日 は休 み)

※宿 泊･ 暖房贊には 消費税が加算さ れます。

聨 刊用日 の１ヵ月 から１ 週間前の間に直 接教育委員会学務課 へ

愬 教育委員 会学務 課豐66-ｱ457 番

監
査
結
果
の
公
表



生

涯

学

習

ボ
ラ

ン

テ

ィ

ア

交

流

会９

月
3
0日
出
、
1
0月
１
日
収
二

泊
二
日

）
　
　会
場
県
立
流
山
青
年

の

冢
　

対

象
高
校

生
以

上

の
人

定
員
先
着
八
十
人
　

費
用
五
千
円

惠
９
月
2
2日
童
ま
で
に

、
往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性

別
・
希
望
分
科
会
（
福
祉
・
文
化

レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
・
環
境
・
国

際
交
流
・
そ
の
他
）・
電
話
番
号
・

生
涯

学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会

英語スピーチコンテスト

９月30日(土)午後１時30分から　会場

市民劇場　対象中・高校生　費用無料

固(財)松戸市国際交流協会( 市役所内)

と
記

入
し

、

〒
2
7
0
－
0
1
流

山

市
中

一

一
〇

県

立

流
山

青

年

の

家

（

昔

０

４

７
１

・
5
9
・
（
‥乙
０
０

４

番

）

へ女

性

囲

碁

大

会

1
0月
1
0
日

賜

午

前
９

時

～

午

後

５

時
　

会

場

常

盤
平

市

民

セ
ン

タ

ー

別
館
　

費

用
二

千

円

兩
1
0
月

３

日

㈹

ま
で

に

、

電

話
で

と

き

わ

平

少

年

少

女

囲

碁

ク

ラ

ブ

・

萩
谷

登
8
6
・
3
2
2
9

番

へ

ス
ポ
ー
ツ

市

民

剣

道

大

会

1
0月
１
日
収
午
前
９

時
4
0分
か

ら
　

会
場
運
動
公
園
体
育
館
　
対

象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
人

費
用
五
百
円
　
内
容
個
人
・
団
体

（
五
人
詼
）

圃
９
月
2
4日
㈲
午
後
２
時
～
２
時

3
0分
の
間
に
運
動
公
園
体
育
館
会

議
室
で

固
市
民
剣
道
大
会
事
務
局
・
西
岡

昔
8
9・
り乙
り乙
７
ａ
‥）番

弓

道

市

民

体

育

祭

1
0月

１

日

㈲

午

前
1
0
時

か

ら

会

場

運

動
公

園

弓

道

場
　

対

象
市

内

在

住
の

人
（

学
生

を

除
く

）
　
費

用

千

円

兩
（

ガ

キ
に

、
住

所
・
氏

名
・
年

齢
・

性

別
・
段

級
・
電

話

番

号

を
記

入

し

て

、

〒
2
7
1松
戸

市

上

本

郷

一
四

七

一

松

戸

市
弓

道
連

盟

・

熱
田

百

合

子

（
容
4
2
・
2
5
7
1

番

）
　へ

※

要

項

は

当
日

発

表

し

ま

す

。

紅
葉
の
尾
瀬
と
会
津
高
原
ハ

イ

キ

ン

グ

1
0月

７
日

出
～

８

日

㈲

〔
７

日

午

前
７

時
4
5
分
松

戸

駅

西

ロ

デ
ッ

キ

上

集

合

〕
　
　
場

所

福

島

県
会

津

高

原
　

費

用

二

万

六

千

五

百

円

（
往

復

交

通

費
・
一
泊

三

食
・
保

険

料

含
む

）
　
　
持

ち

物

弁
当

・

雨

具

定

員
先

着
三

十

人

鬩

松
戸

工

業

連

合

会
文

化

活

動

協

力

会

・
上

野

容
6
3
・
4
3
7
4

番

全

・
日

・
祝

日

を

除
く

午

後
１

時

～
５

時

）

松

戸

歩

こ

う

会

「
萩

の

道

か

ら

大

谷

観

音

バ

ス

の

旅
」

1
0月
2
9日
㈲
午
前
６

時
4
0分
松

戸
駅
西
口
千
葉
銀
行
前
集
合

雨

天
実
施
）
　
　行
き
先
宇
都
宮
森
林

公
園
～
萩
の
道
～
大
谷
観
音
（
歩

程
五

劭
）
　
費
用
大
人
七
千
円
、
子

墜
（

千
円
　

定
員
先
着
百
五
十
人

圃
９
月
3
0日
出
ま
で
に
、
（

ガ
キ

に

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記

入
し
て
、
〒
2
7
1
松
戸
市
上
本
郷
二

二
七
五
古
田
咲
子
（
昔
6
3・
4
8
4

8
番
・
午
後
６

時
～
1
0時
の
み
）
へ

※
後
日
、
受
け
付
け
た
人
に
連
絡

催

し

物

金

曜

デ

ッ

サ

ン

会

作

品

展

1
0月
1
0
日

冊

～
1
5
日

収

午

前
1
0

時
～

午

後
６

時

（
初

日

と

最

終
日

は

変
更

あ
り

）
　
会
場

文
化

ホ

ー
ル

固

金

曜

デ

ッ
サ

ン

会
・
井

代
｛
一一
4
5・

2
8
1
1

番

稔

台

開

村
5
0
年

・
連

合

町

会

発

足
2
0
年

記

念

行

事

９

月
2
4
日

㈲

午

前
1
0時
か

ら

会
場

森
の

ホ

ー
ル
2
1
小
ホ

ー
ル

内
容
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
稔
台
も
の

が
た
り
」
、
歌
謡
シ
ョ

ー
「
松
山
恵

ミ
ニ

バ
ス
ケ

ッ
ト

ボ

ー
ル
教

室

９
月
3
0日
～
1
0月
1
4日
の
毎
週

土
曜
日
、
午
後
２

時
～
４
時
　

会

場
梨

香
台
小
学
校
体
育
館
　

対
象

市
内

在
住
の
小
学
生
　
定
員
先
着

三
十
人
　

費
用
無
料

圃
当
日
会
場
で
（
電
話
も
三

固
石
塚
公
9
2・
3
3
7
7

番

健

康

ヨ

ー

ガ

講

習

会
　
　

．’

1
0月
８
日
収
・
2
2日
旧

、
午
前

９
時
3
0分
～
忖一
時
3
0分
　
会
場
新

松
戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　

定
員
先
着

三
十
人
　

費
用
千
円

圉
電
話
で

新
松
戸
ヨ
ー
ガ
サ

ー
ク

ル
・
柳
瀬
音
4
4・
8
0
2
0

番
へ

子
オ
ン
ス
テ

ー
ジ
」
ほ
か

醴
稔
台
連
合
町
会
事
務
所
登
6
2

2
3
4
1

番

在

宅

療

養

者

の
家

族

（

介

護

者

）

交

流

会

1
0月
1
4日
出
午
前
1
0時
～
正
午

会

場
市

立
福

祉
医

療
セ
ン

タ

ー

費
用
無
料

圉
直
接
ま
た
は
電
話
で

在
宅
介
護

支
援
セ
ン

タ
ー
容
9
1・
0
2
1
1

番
へ

市民運動会

パークセンター（21世紀の森と広場）催し物

行　　事　 名 日　　時 講　　　師 定　員

園芸教室
｢シヤコバサボテンと

カランコエ｣

10/10 睨

午後１時30分～
３時

みどりの相談員
小林　鶴太郎氏

先着20人

こども自然体験
｢木の実・草の実で遊ぼう｣

14圉

午後１時30分～
３時

自然解説員
川端　祥子氏
藤井　佳子氏

先着20人小１～小６

みどりの教室

｢ネイ
チャーゲーム
ー秋を感じよう－｣

恨日）

午後１時30分～
３時30分

干葉ネイチャーゲー
ムの会
水上　道子氏

先着30人

森のクラフト教室　　　　　※
｢ウールで草木染｣

21圉
午前10時～
午後３時30分

小林　優子氏 先着30人

子ども手づくり教室
｢ススキでみみずくを作ろう｣

22臼

午後１時30分～
３時30分

新松戸北小学校教諭
浅沼　洋子氏

先着24人
小１～中３

園芸教室
「落葉樹の剪（せん）定」

28出

午後１時30分～
３時

みどりの相談員
田口　峯男氏

先着20人

みどりの講習会
｢身近な薬用植物｣

29臼

午後１時30分～
３時30分

千葉県薬草園
金井　長治氏

先着40人

な

か

よ

し

動

物

フ

ェ

ス

テ

ィ

バ

ル
9
5

①
９
月
2
1日
困
午
前
1
0時
～
正
午

②
2
4日
収
午
後
Ｏ
時
3
0分
～
４

時

3
0分
　

会
場
①
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
（
印
旛
郡
富
里
町
）
②
ボ
ン

ベ
ル

タ
百
貨
店
（
成
田
市
）
　
内
容

動
物
ふ
れ
あ
い

広
場
な
ど

固

松
戸

保
健

所

食
品

衛
生

課
容

6
1・
９【
】Ｉ
Ｑ乙
１

番

※は材料費500円、ぼかは無料
惠電話でパークセンター昔45－8900番（月曜休館）へ

千

葉

県

中

途

失

聴

者

・

難

聴

者

協

会

東

葛

地

区

例

会

９

月
2
2
日

白
午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0分
　

会
場
市

社
会
福
祉

協
議
会
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
容
中
途
失
聴
者
・
難
聴
者
の
交

流
と
学
習
　
持
ち
物
手
鏡
　
費
用

百
円
（
非
会
員
の
み

）

固
岡
野
琉
4
7・
5
6
5
5

番
、
田

中
登
4
6・
7
1
2
4

番

地区名 日　　　 時 会　　 場 種　　　 目 詳　　 細

本　庁

10/29( 日)午前 ９時

から

〔体育館〕

南部小 グラウンドゴルフ
ほか
松浦
S61-9300

明第
１

明第２

10/10 睨 午前 ８時

30分から

〔小雨決行〕

運動公園
バ
レーボール・グ

ラウンドゴルフ・
ペタンクほか

村松
Q64-2927
瀧田
≪62 ―2683

矢　切

10/1080 午前 ８時

30分から

〔体育館〕

柿ノ木台小 運動会種目・グ
ラ

ウンドゴルフほか
斉藤
S62-1322

東　部

10/ 1 (日)午前 ８時

30分から

〔10/15( 日)〕

第五中 運動会種目
河上
R62 ―4803

馬　 橋
10/29 旧)午 前９時

から 〔11/5  (i日)〕
第
三中

八ヶ崎小
ハケ崎第二小

運動会種目・グ
ラ

ウンドゴルフ・ゲ
ートボール

小川
S62-9249

常盤平
10/15 日午前９時
から〔10/22旧）〕

金ケ作小

運動会種目

小嶋
き87-3310

五　香
六　実
10/10058午前９時

から
第四中 菊池

S87-1565

常盤平

団　地

10/15 日午前10時

から〔常盤平第二
小体育館〕

金ヶ作グラウ
ンド

団地自治
会事務所
S88-9367

小　金
10/10 吩午前９時
から〔10/15(日)〕

小金北小 運動会種目・グ
ラ

ウンドゴルフほか

小金地区会
事務局
Q41-5261

ﾉ』磴 原
10/10 睨午 前８時
30分から

〔10/15( 日)〕
栗ケ沢中 運動会 種目 高橋

S87-7724

新松戸
10/1000 午前９時
から　〔体育館〕

馬橋北小 運動会種目・グラ
ウンドゴルフ

萩原
が1-6413

頽スポーツ課Q63-92 副番

ム

ー

ン

ラ

イ

ト

パ

ー

テ

ィ

ー

９

月
2
3日

竕

午

後
６

時
3
0分

～
９

時
　
会
場
森
の
ホ

ー
ル
2
1レ

セ
プ
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
　

費
用
千
円

内
容
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ

ー

固
松
戸

青
年
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク

ル

・
長
谷
井
登
4
2・
3
9
9
2

番

（
夜
間
の
み
）

松

戸

西

・

中

央

子

ど

も
劇

場

低

学

年

合

同

例

会

９
月
2
7日
困
午
後
６
時
～
８

時

会

場
市

民
会

館
　

内
容

人
形

劇

「
サ
ン
シ
ョ
オ
ウ
ォ
ー
ズ
」
父

形

劇
団
む
す
び
座
）
　
　費
用
三
千
五

百
円
鬩
松
戸
西
子

ど
も
劇
場
事
務
局

登

肌
・
１
叭
）Ｏ
冖ｎ
）番

松

戸

西

・
東

・

中

央

子

ど

も

劇

場

高

学

年

例

会

９

月
2
9日

窗

午

後
７

時

開
演

会
場

市
民
会
館

内
容
舞
台
劇
不

二
人
の
怒
れ
る
男
た
ち
」
　

費
用

三
千
五
百
円

醴
松
戸
中
央
子

ど
も
劇
場
・
青
木

昔
8
6・（
り
１
［
Ｄ
４
番

森のホール21チケットセンターチケットガイド

取扱時間　午前10時~午後4 時　固o84 ―5050番( 月曜日は休館)

公演日 公　　演　　名 会　場 開演時間 費　　用

9 /23睨
新ヴィヴアルディ合奏団
with 田部京子｢モーツァル
トはいかが｣交響曲41番｢ジ
ュピター｣ ほか　　　☆管

森のホー
ル21
大ホール

午後２時
S/3,500 円

A/3,000 円

10/141土)
オペレッタ「メリーウィド

ウ」出演 二松本美和子、黒
崎錬太郎ほか　　　　☆俤

午後２時 S/Z,000 円
A/6,000 円B/4,000 円

10/28 山

29(日)

ミュージカル「なよたけの

かぐや姫」（劇団天童）

森のホー
ル21
小ホー
ル

28
日

午後６時
29
日
午後２時

おとな2,500円
こども1,500円

11/19(日)
セィムタィム・ネクストィ

ヤー　出演：加藤健一・高
畑淳子

森のホー
ル21
大ホール

午後５時
指定/4,000 円
自由/3.500 円

11/2300
ＢＢＣウェールズ交響楽団
(指揮
：尾高忠明)

ドヴォルザークノ交響曲８
番ほか　　　　　　　☆学

森のホー
ル21
小ホール

午後２時

S/6,500 円

A/6,000 円

B/5,000 円

ル

ネ

サ

ン

ス

の

合

唱

９

月
2
4
日

㈲

午

後

２

時

開

演

会

場

市

民

劇

場
　

費

用

五

百

円

曲

目
ウ

イ

リ
ア

ム

ー
バ

ー

ド
作

曲

「
四

声
の

ミ
サ

曲
」

ほ

か

固

松
戸

市

民

合
唱

団
・
佐

藤
｛
一一
4
5・

8
6
8
0

番

※チケット は売り切 れの場合があり ます。 ☆E口には託児サ ービ ス（有料）

があり ます。学印には 学生席1,500 円がありま す。（11 ／23は3,000 円）

小

沢

昭

一

ひ

と

り

芝

居

「

唐

来

参

和

」

1
0月
3
1
日

内

午

後
７

時

、
1
1
1
1

一
月

１

日

困

午

後
３

時

開

演
　

会

場

森

の

ホ

ー
ル
2
1
　
費

用

五
千

六

百

円

固

松

戸
演

劇

鑑

賞

会

容
6
9
・
5
3

5
9

番

職
場
の
同
期
生
と
し
て
知
り
合
い
、
ゴ

ル
フ
を
通
じ
て
付
き
合
い
始
め
ま
し
た
。

ま
だ
ル
ー
ル
も
知
ら
ず
に
ボ
ー
ル
を
打

つ
の
に
夢
中
だ
っ
た
こ
ろ
、
私
が
汚
し
た

バ
ン
カ
ー
を
整
備
し
な
が
ら
彼
は
マ
ナ
ー

を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
は
ゴ
ル
フ
以
外
の
こ
と
も
い
ろ
い

ろ
教
え
て
も
ら
え
そ
う
で
す
。

勲 さ/し

美 雪 さん

宮下河原塚

※
こ

の
欄
に
登
場

し

て
く
だ
さ
る

カ
ッ
プ
ル
を
募

集
し
て

い
ま
す
。

醴
広
報
課

情報チャンネル

共通の趣味は

ゴルフです。

新婚さん

こんにちは



フ

ラ

ワ

ー

ア

レ

ン

ジ
メ

ン

ト

講

座９

月
2
8日
困
午
前
1
0時
～
午
後

２
時
　

会
場
テ
ク
ノ
2
1
　
費
用
二

千
円
茴
フ
ロ
ー
ラ
ル

ー
ア
ー
ト

花
の
友

の
会
・
阿
部
容
4
9・
0
0
0
8

番

ラ

イ

フ

プ

ラ

ン

セ

ミ

ナ

ー

「
生

き

が

い

健

康

づ

く

り

講

座

」

1
0月
１

日

㈲

午

前
1
0
時

～

午

後

３

時
　

会
場

市

民

会

館
　

対

象

お

お

む

ね

四
十

歳

以
上
　

費

用

無

料

倉

食

持

参

）
　

定

員
先

着

百

人

惠
９

月
2
5
日

側

ま
で

に

、
電

話
で

嬲
千

葉

県

長

寿
ふ

れ

あ
い

セ

ン

タ

ー

事
業

課

音
0
4
3
・
2
4
4
・
7
1
5
9

番

へ文

化

講

演

会

1
0月

６

日

金

午

後
７

時
か

ら

（
６

時
か

ら

ミ
ニ

バ

ザ

ー
）
　
会
場

市

民

会

館
　

内

容

「
お

母

さ

ん
は

宇

宙

人

」
　

講

師

橋
凡

子

氏

（

歌

手
・
橋
幸

夫
氏
夫
人
）
　
費
用

二
千
円

圀

特

別

養

護
老

人

ホ

ー
ム

や

わ

ら

杰

心
容
8
6
・
0
2
1
3

番

○

譲

り

ま

す

〔
家
具
〕
木
製
リ

ク
ラ
イ
ニ
ン

グ
い
す
三
千
円
◆
三
面
鏡
九
千

円
◆
本
箱
三
千
円
◆
い
す
五
脚

付
き
折
り
た
た
み

長
机
三
本
六

千
円
◆
階
段
付
き
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
無
料
◆
大
型
座
卓
八
千
円
◆

三
つ
折
り
式
ダ
ブ
ル
マ
ッ
ト
レ

ス

無
料
◆
米
び
つ
付
き
レ
ン
ジ

台
四
千
八
百
円
◆
パ
イ
プ
ベ
ッ

ド
三
千
円

〔
電
気
用
品
〕
パ
ン
こ

ね
機
六

千
円
◆
板
付
き
こ
た
つ

二
千
円

◆
ホ
ッ
ト
プ
レ

ー
ト
三
千
五
百

円
◆
Ｃ
Ｄ
ス
テ
レ

オ
一
万
円
◆

（

ン

デ
ィ
コ

ピ
ー
機
五
百
円
◆

ト

レ

ー

ニ

ン

グ

機

器

操

作

講

習

会９

月
3
0日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
３
時
3
0分
　

会
場
青
少
年
会
館

樋
野
口
分
館
　

対
象
十
五
歳
以
上

の
人
（
三
十
歳
未
満
の
青
少
年
を

優
先
）
　
定
員
先
着
二
十
人
　

費

用
無
料

圃
電
話
で

青
少
年
会
館
音
4
4・
8

5
5
6

番
へ

赤

十

字

救

急

法

講

習

会

1
0月
1
0日
竕
・
1
5日

収
・
2
2日

㈲
の
三

日

間
、
午

前
８

時
3
0
分

～
午
後
４

時
3
0分
　

会
場
小
金
原

市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象
三
日

間
参

加
可
能
な
人
　

定
員
先
着
二
十
三

人
　

費
用
テ
キ
ス
ト
代
二
千
円

圃
電
話
で
日
赤
千
葉
ア
マ
チ
ュ
ア

無
線
救
急
隊
・
関
容
4
3・
1
2
3

3
番
へ

講
座
・
講
演

要

約

筆

記

講

習

会

1
0
月

６

日

～
1
2

月
2
2
日

の

毎

週

金

曜

日

〔
1
0
月
1
2
日

は

團

・

全

十

一

回

〕
、
午

後

２

時

～

４

時
　

会

場

鎌

ヶ

谷

市

総

合

福

祉

保

健

セ

ン

タ

ー
　

対

象

聴

覚

障

害

福

祉

に

関

心

の

あ

る

人
　

定

員

四

十

人

（

先

着

順

）
　
　

費

用

無

料

惠

９

月
2
0

日

困

ま

で

に

電

話

・

フ

ァ

ク

ス

で

鎌

ヶ

谷

市

社

会

福

祉

課

昔
0
4
7
9

・`
4
5
一
1
1
7
4

番

・

醤
0
4
7
4

一
4
3
・（
‥／`
９
Ｘ
ｊ
Ｑ
り
番

へ

ワ
ー
プ
ロ
二
百
円
◆
（

ン

ガ
ー

式
衣
類
乾
燥
機
二
千
八
百
円
◆

つ
り
下
げ
照
明
器
具
二
千
円

〔
子
供
用
品
〕
Ａ
型
ベ
ビ
ー
力

士

二
千
円
◆
Ｂ
型
ベ
ビ
ー
カ

ー

二
千
円
◆
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

無
料
◆
ベ
ビ
ー
バ
ス
三
百
円
◆

ベ
ビ
ー
ラ
ッ
ク
千
円
◆
ベ
ビ
ー

ベ
ッ

ド
三
千
円
・
二
千
円
・
無

料
◆
チ
ャ
イ
ル

ド
カ

ー
シ

ー
ト

千
円

◆
（

イ
チ

ェ
ア

ー
二
千

円
・
千
円
・
無
料
◆

紙
お
む
つ

Ｘ
Ｌ
百
三
十
六
枚
二
千
円
◆
お

ん
ぶ
だ
っ
こ
ひ
も
二
千
円
◆
だ

っ
こ
ひ

も
千
円

〔
ス
ポ
ー
ツ
用
品
・
楽
器
〕
レ

デ
ィ
ー
ス

ゴ
ル
フ
フ
ル

セ
ッ
ト

初

級

手

話

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

養

成

教

室

1
0月
1
7日
～
1
2月
1
9日
の
火
曜

日

介
一
月
は
６
日
側
・
1
5日

團
に

変
更
あ
り
・
全
十
回
）
　
　午
前
1
0

時
～
正

午
　
会
場
市
社
会
福
祉
協

議
会
　

対
象
毎
回
参
加
で
き
る
初

心
者

定
員
三
十
人
（
抽
選
）
　
費

用

テ
キ
ス
ト
代
四
百

十
二
円

匣
９
月
2
1日
困
～
2
6日
㈹
ま
で
に

（
土
・
日
を
除
く
）
電
話
で

ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
容
6
2・
5
9

6
3
番
へ

一
万

円

◆
ル

ー

ム

ウ

ォ
ー

カ

ー

無

料
◆

絆
士

用

ダ
ン

ス

シ

ュ

ー

ズ
2
5
惣

・
ズ

ボ

ン

ウ
エ

ス

ト
8
3

芍

千
円

〔
日

用

雑

貨
〕

植

物
用

温

室

無

料

◆
ひ

な
人

形

七

段

飾
り

無
料

◆

き

め
こ

み

人

形

五

千
円

◆

英

語

教

材

テ

ー

プ
中

一

用

・

中
二

用

・

一

般
用

各
一
万

円

◆

英

語

講
座

テ

ー

プ

無
料

◆

手

動

式

草

刈

り

機

三

千

円
◆

日

本

語

タ
イ

プ
ラ

イ

タ

ー

二
百

円

◆

ケ

ー
ス

付
き

日

本

人

形

無

料
◆

介

護

ベ

ッ

ド

一
万

円

◆

婦
人

用

布

地

無

料

◆
毛

糸

無

料

◆
ス

‐ヽ－
ツ

ケ

ー

ス

七
千

円

圉
９

月
2
5
日

㈲

〔
当
日

消

印

有

効

〕

ま
で

に

、
（

ガ

キ
に

希
望

品

名

（
品

物
一

点

に
つ

き

一
人

一
枚

）
・
価

格
・
住

所
・
氏

名
・
電

青
年
講
座
「
資
格
を
と
ろ
う
！

レ

ク

指

導

者

」

1
0月
６
日
～
1
2月
1
5日
、
２
月

２
日
～
1
6日
の

毎
週
金
曜
日
（
ほ

か
宿
泊
研

修
も
あ
り
）
、
午
後
６
時

3
0分
～
８

時
3
0分
　

会
場
市
民
劇

場
な
ど
　

対
象
十
六
歳
以
上
の
人

（
三
十
歳
未
満
優
先
）
内
容
日
本

レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
公
認
の

資
格
取
得
　

定
員
三
十
人
　

費
用

千
円

程
度
（
宿
泊
費
等
別
）

圃
９
月
2
8日
困
〔
必
着
〕
ま
で
に
、

往
復
（

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
記
入

し
て

、
〒
2
7
0
松
戸
市
新
松
戸
南
二

上

一
青
少
年
会
館
（
ｆｔ
4
4・
8
5

5
6
番
）
　へ

女

性

大

学

講

座

1
0月
1
3
日

～
1
2
月

８
日

の

毎

週

金

曜
日
（
祝
日

を
除

く
・
全

八

回
）
、

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

女

性
セ

ン

タ

ー
　

内

容

自

分
探

し

に
で

か

け

よ
う
　

講

師

立

教
大

学

講

師

・

長

谷

幸
江

氏
　

定

員
先

着
三

十
人

（
二

歳

以
上

の

保
育

・

先

着
十

人

）

惠

電

話
で

矢

切

公

民

館

容
6
8
・
1

2
1
4

番
へ

話
番
号
（
昼
間
お
勤
め
の
人
は

勤
務
先
の
電
話
番
号
）
を
記
入

し
て
〒
2
7
1
松
戸
市
小
根
本
七
－

八

京
葉
ガ
ス
Ｆ

松
戸
第
ニ
ヒ
ル

松
戸
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ

※
相
手
の
紹
介
は
月
末
に
抽
選

し
、
当
選
者
に

電
話
連
絡
し

ま
す
。
紹
介
後
は

自
主
交
渉

に
な
り
ま
す
。

○

次

回

掲

載

分

に

つ

い
て

品
物
を
譲
り
た
い
人
は

、
９

月
2
2日
齏
ま
で
に
、
電
話
で
申

し
込
ん
で

く
だ
さ
い
（
一
人
三

点
ま
で
）
。
1
0月
2
0日
号
に

掲
載

し
ま
す

。
価
格
は
一
万
円
ま
で

で

、
衣
料
品
・
食
料
品
・
自
転

車
な
ど
は
扱
い

ま
せ
ん
。

茴
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
昔
6
6・

7
3
2
9

番

音

楽

の

広

場

（

合

唱

講

座

）

９

月
2
6
日

㈹
午

後
１

時
3
0分

～
３

時
3
0
分
　

会

場
市
民

劇
場

費
用
初
回
の
み
テ
キ
ス
ト
代
二
千

七
百
円

圉
電
話
で

矢
切
公
民
館
容
6
8・
1

2
1
4

番
へ

合

唱
講

習
会
・
湯
山

昭

の

「
愛

」

を
歌
う

1
0月
１
日
㈲
午
後
１

時
～
３

時

会
場
市
民
会
館
　

費
用

無
料

固
松
戸
市
音
楽
協
会
・
大
沢
容
8
3・

0
1
1
1

番

ナ

イ

ス

ワ

ー

ク

セ

ミ

ナ

ー

1
0月
３
日

㈹
～
６
日

窗
の
午
前

1
0時
～
午
後
３
時
　

会
場
勤
労
会

館
　
内
容
再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ

ー

対

象
女

性
　

定

員
先

着
三
十

人

費
用
無
料

惠
９

月
2
0日
困
午
前
８
時
4
5分
か

ら
、
電
話
で
千
葉
雇
用
促
進
セ
ン

タ
１
昔
0
4
3
・
2
4
8
・
7
7
6
6

番
へ

ド

イ

ツ

と

ル

ク

セ

ン

ブ

ル

ク

の

家

庭

料

理

教

室

1
0 月
一
‥１１一
日

～
1
2

月

６

日

の

隔

週

水

曜

日

（

全

五

回

）
、

午

叨

Ｈ

時

～

午

後

２

時
　

会

場

市

民

会

館

料

理

教

室
　

定

員

四

十

人
　

費

用

材

料

費

実

費

の

み

削
1
0

月

２

日

㈲

〔

必

着

〕
ま

で

に

、

（

ガ

キ

に

住

所

・

氏

名

・

電

話

番

号

を

記

入

し

て

、

〒
2
7
1松

戸

市

根

杢

二
八

七
－

五

松

戸

市

役

所

内

松

戸

市

国

際

交

流

協

会

事

務

局

へ

人

権

問

題

入

門

講

座

「

共

に

生

き

る

明

日

の

た

め

に

」

1
0月
1
3
日

～
１１
‥一
月
1
7
日
の

毎
週

金

曜

日

（
全

五

回

）
、

午

後
２

時

～
３

時
3
0
分
　

会

場

市

民

劇

場

内
容

部
落

差
別
・
民

族
・
人
種

差
別
・

性

差

別
ほ

か
　

対

象
市

内

在

住

・

在

勤
・
在

学

の

十

六

歳
以

上

の

人

定

員

先

着
三

十

人
　

費
用

無

料

跟
一
電

話
で

矢

切

公

民
館

昔
6
8
・
1

2
1
4

番
へ

ふ

れ

あ

い

教

室
（

①

太

極

拳
・

②

英

会

話

）

1
0月

４

日

～
1
2
月
2
0
日

の

毎
週

水

曜
日
（
全

十

二

回

、
午

後
６

時

3
0分
～

８

時
3
0
分
　

会

場

勤

労

会

館
　

対

象
市

内

在

住

、

在
勤

の

勤

労

者

（

初
心

者

）
　

定
員

①
太

極

拳
五

十
人

②
英

会

話
二

十
人

（
各

抽

選

）
　
　
費
用

無

料

匣

９

月
2
6
日

㈹
〔
消

印

有

効
〕
ま
で

に

、
往

復
（

ガ
キ

に

住

所
・
氏

名
・

年

齢
・
電
話

番

号
・
勤

務
先
・
教
室

名
（
太

極

挙

・

英
会

話

）
を

記
入

し

て

、
〒
一
…Ｊ
松

戸

市
根

本

三

八
七

―

五

松
戸

市

役

所

商
工

課

労

政

係
へ

聴

覚

障

害

者

文

書

作

成

教

室

９

月
2
9日
～
幵一
月
2
4の
隔
週
金

曜
日
、
午
後
６
時
3
0分
～
８
時
3
0

分
　

会
場
市
役
所
議
会
棟
特
別
委

員
会
室
　

講
師
元
筑
波
大
学
附
剴

ろ

う

学

校
教

諭
・
山

本

隆
三

氏

定
員
先
着
五

十
人

語

フ

ァ
ク
ス

で
し

あ

わ
せ

課
團

6
2・（

）`９
】只χ
ｊ
番
へ

女

性

の

講

座

「

歴

史

の

中

の

女

た

ち

」

1
0月
1
7
日

Λ

‥‥一
月
2
8
日

の

毎

週

火

曜
日

（

全

七

回

、

午

前
1
0
時

～

正

午
　

会

場
馬

橋
市

民
セ

ン

タ

ー
　

内

容

中

世
の

女

性

の

恋
愛

・

結

婚
観

な

ど
　

講
師

聖

徳

大

学
短

期

大

学

部
講

師

・
員

野

須

美
子

氏

定

員

先

着
三

十
人

（
二

歳

以
上

の

保

育

あ
り

、

先

着

十
人

）
　
　
費
用

無

料

圃

電

話
で

矢

切

公

民

館

昔
6
8
・
1

2
1
4

番
へ

図

書

館

市

民

講

座

「

人

生

と

文

学

の

対

話

」
－

詩

文

を

通

し

て

の

美

と

感

動

1
0月

４

日

～
１１一一
月
1
5
日
の

隔
週

水

曜

日

（
全

四

回

、

午

前
1
0
時

～
正

午
　

会

場

市
民

劇

場
　

講

師

東

洋

大

学
文

学

部

講

師

・
高

田

芳

夫

氏
　

定

員

先

着
六

十
人

圃

９

月
2
1
日

困

午

前
９

時
か

ら

、

電

話
で

市

立
図

書

館

容
6
5
・
5
1

1
5

番
へ

保
健
・
衛
生

ポ
リ

オ
（

急
性
灰

白
髄
炎
）
の

予
防
接
種
を
、
左
記
日

程
表
の
と

日　　 程　　 表

お
り
実
施
し
ま
す
。
生
後
三
ヵ
月

以
上
九
十
ヵ
月
未
満
で
二
回
飲
み

終
え
て
お
ら
ず
、
予
診
票
を
持
つ

て
い
な
い
人
は
、
上
記
要
領
で
〒

2
7
1
松
戸
市
竹
ケ
花
七
四
－

三
中
央

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
衛
生
課
予
防

衛
生
係
（
容
6
6・
7
4
8
3
番
）へ

会　　　場 日　　　時

中央保 健センター
10/ 9 (月)12/ 8 圀

午
後
１
時
Ｓ
２
時

30
分

27廁 22廁

五 香市､民 センター 17伏） 13團

松飛台市民センター 1朗） 13團

東 部市民センター 梢 4(月)

馬橋東市民センター 劍 4側

健康増進センター 2椢 1胆

常盤平市民センター
跏 5吹）

26附 21附

明 市 民 セ ン タ ー 5困 膕

古ケ崎市民センター 懲 14附

稔台市民センタ ー 23側 似 ）

小金原市民センター 12附 12図

新松戸市民センター 6廁 7附

小金保健センタ ー
2側 惱

25㈲ 2齟

馬橋市民センタ ー 2膾 15廁

六実市民センター別館 11團 頌 ）

二十世紀が丘市民ｾﾝﾀｰ 13廁 14附

※予防接種会場の駐車場は狭いため、車
での来場はご遠慮ください。

母

子
・
寡

婦

家

庭

対

象

手

芸
・

編

み

物

講

習

会

1
0月
８
日
～
1
2月
1
0日
の
日
曜

日
（
1
0月
1
5日
、
幵一
月
1
2日
を
除

く
）
、
午
前
９

時
～
午
後
４

時
　
会

場
女

性
セ
ン

タ

ー
　

内

容
手

編

み

・
小
物
類
の

製
作
（
初
め
て
の

人

も
初

歩
か
ら

指

導
し

ま
言

費
用
無
料
（
材
料
費
は
自
費
）
　
持

ち
物
編
み
棒
（
四

号
上
（

号
）
・
筆

記
用
具
・
毛
糸
・
物
差
し

兩
1
0月
２
日
㈲
ま
で
に
、
電
話
で

福
祉
事
務
所
福
祉
係
へ

女

性

就

業

セ

ミ

ナ

ー

1
0
月

５

日

困

午

後

１

時

～

３

時

3
0分
　

会

場

千

葉

県

経

営

者

会

館

六

階

（

千

葉

市

中

央

区

千

葉

港

四

圭

二
）
　
　
内

容

再

就

職

し

た

人

と

の

交

流

、

講

演

「
働

く

日

に

そ

な

え

て

」

Ｍ

・

Ｉ

・
ｓ

イ

ン

タ

ー

ナ

シ

ョ

ナ

ル

・

児

玉

延

子

氏
　

費

用

無

料
　

定

員

先

着

二

百

人

圉

電

話

で

女

性

就

業

援

助

セ

ン

タ

１
｛
一
″
0
4
3
一
2
4
7・
（
ｘ
）［
Ｄ
４

１

番

へ

病

態

別

栄

養

指

導

実
施
日

毎
週
火
・
金
曜
日
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時
　

会
場
中
央

保
健
セ
ン

タ
ー
　
費
用
無
料

寮
主
治
医
を
通
じ
て
予
約
し
て
く

だ
さ
い
。

固
健
康
管
理
課
松
戸
方
面
保
健
室

容
6
6・
７
４
Ｑ
″Ｏ

番

健康保険証

を忘れずに

日　　時 内容（講話と調理実習）

10/12 困 午午
後
前

110
時時
Ｓ

腹８分目～食べすぎていま

せんか？

11/16 困
心がけていますか？

食物繊維たっぷりメニュー

対象 …市内在ｲ主・在勤で当センタ ーの医学苣

検査を１年以内 に受診した人 ・先着35人　費

用…各 回400 円　 持ち物 …エプロ ン ・三角 き

ん・ふきん ・筆記用具　会場 …健康増進セン

タ ー

※医学的検査 の受診日･ 利用証番号 の確認を。

惠
９
月
2
1日
附
午
前
９

時
か
ら
電

話
で
健
康
増
進
セ
ン
タ
１

容
6
5・

［
Ｄ
ｒ
Ｄ
８
８

番
へ

講

演

会

「

不

登

校

を

誤

解

し

な

い

で
／

」

９

月
3
0日

出

午

後
１

時
3
0
分

～
４

時
3
0分
　

会
場
明
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
千
円

内
容
不
登
校
を

乗
り
越
え
た
若
者
た
ち
の
体
験
談

問
松
戸
登
校
拒
否
を
考
え
る
会
・

増
山
登
4
4・
0
7
8
8

番
（
夜
間

の
み
）

愛

の

献

血

①
９

月
2
2
日

脂

午
前
９

時
3
0
分

～
１１
‥一
時
2
0
分

と

午

後

Ｏ

時
3
0
分

～
３

時
3
0
分

②
2
9
日

脂

午

前
1
0
時

～
正

午
と

午

後
１

時
～

４

時
　

会

場

①
Ｊ

Ｒ

馬

橋

駅

東

口

②
ダ

イ
エ

ー
新

松
戸

店
前

閲

健

康

管
理

課

業

務

係

◆テレホン案内サービス………S66-0010 番
平日・午後５時～翌日午前９時
休日と土曜・午前９時～翌日午前９時

◆夜間急病診療所………………S68-3756 番
衛生会館内・毎日午後８時～11時
◆休日土曜日夜間歯科診療所…S65-3430 番

衛生会館内・午後８時～11時

リ
サ
イ
ク
ル
広

場

あ
な
た
の
家
の
不
要
品
い
か
し
て
み
ま
せ
ん
か

楽

々

バ

ラ

ン

ス

メ

ニ

ュ

ー

教

室

（
一
日
千
六
〇
〇
ｷ
ﾛ
カ
ロ
リ
ー
）

ポ
リ
オ
（
急
性
灰
白
髄
炎
）
予
防
接
種

救急医療

体制



市長の招待で

福祉施設の児童らがなし狩り

９月 ４日 、金ヶ作のなし園で市長の招待による

なし狩りが行われました。招待を受けたのは、特

殊学級、養護学校、福祉作業所などの在籍者563 人

で、先生や家族などといっしよに楽しい一日を過

ごしました。

今年は、７月の日照不足でつぶは小さめだった

ものの甘さ、水分は最高。自分たちでもぎ取った

なしを口いっぱいほおばって「おいしいね」「甘い

ね」と歓声を上げていました。園内には、セミ の

抜け殼もあちこちにあり、めずらしそうに手にす

る姿も見ら れ、自然を体験した課外授業になった

ようです。

身
近
な
街
の
話
題
を
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

閲
広
報
課街 の 話 題

中
学
生
生
活
最
後
を
飾
る

全
中
テ
ニ
ス
大
会
で
優
勝

将来はプロになろうと思っています

８月23日、名古屋市営東山公園テニスセンターで行われた全日本中学生テ

ニス選手権大会で、男子シングルスの田口亮太くん（常盤平中学校３年）が

１回戦から決勝までストレート勝ちで、初優勝を飾りました。

田口くんガテニスを始めたのは３歳のとき。以来めきめきと腕を上げ、国

内の中学生クラスのヒップタイトルをほとんど制覇しました。

テニスをしていて楽しいことは、「試合に勝つこと」。そして「友達がたく

さんできること」と自信に満ちた笑顔で話してくれました。

これからも大きな大会がいくつかあります。優勝めざして活躍が期待され

ます。

こ
の
コ

ー
ナ
ー
に
掲
載
す
る
「
思

い
出
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
お
話

を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

固
広
報
課

「
戦

争

の

悲

し

み

を

語

り

継

い
で

い

き

た

い
」

江
井
　

克
彰
さ
ん
（
松
戸
新
田
）

昭

和
1
8年
、
母

親
の
反

対
を
押
し

切

っ
て

海
軍

飛
行
予

科
練
習

生
に
志
願

し
、

三

重

海
軍
航
空

隊
に
入

隊
し
ま
し

た
。

復

員
後
、
私

を
待

っ
て

い
た
の

は
、

東
京

大
空
襲

に
よ

る
母

と
妹
二
人

の
死

で
し

た
。

一

番
上
の

妹
（
高
木

敏
子
）
は
、
二

宮

町
（
神

奈
川
県

）
に
疎
開
し

て

い
た
た
め
、

一
命

は
取

り

止
め

た
も
の
の
、

今
度

は

妹

に
会

い
に
行
っ

た
父

が
、
そ

の
目

の

前

で

機

銃

掃
射

に

遭

い
悲

愴

な

死

を

遂

げ
ま
し

た
。
妹
は
、

そ
の
体
験

を
も

と

に
一
冊
の
本

に
ま

と
め
ま
し

た
。
そ

れ

が
「

ガ
ラ

ス
の
う

さ
ぎ
」
で
す

。

終

戦
後
、
私

と
妹

は
両
国

の

お
じ

の

家

に
い
ま
し

た

が
、
狭

い
部
屋
な

の
で

私
は

友
達
の
所

に
、
妹

は
徳
島
県

の
祖

母
の

所
に
行

き
ま
し

た
。
私
は
、

昭
和

2
2年

に
結
婚
し

、
東
京

の
目

白

に
住
ん

で

い
ま
し

た
が
、
食
料

が
少
な
く

す

べ

て
配

給
で
し

た
。
キ

ッ
プ
を
貰

い
、
そ

れ
で

パ
ン
や
う

ど
ん
と
交

換
し
て

い
ま昭和18年の予科練時代

し

た
。
遅
配
や

欠
配
も

度
々
だ

っ
た
の

で
、
子

ど
も

が
生
ま

れ
て
も
ミ
ル

ク
を

満

足

に

飲

ま

せ

る

こ
と

も

で

き

ま

せ

ん

。
そ
こ
で

、
妻
の
実

家
の
あ

る
松
戸

へ
引

っ
越
し
て

き
ま
し

た
。
妻

の
実
家

が
八
百

屋
だ

っ
た
こ
と
も

あ
り
、

食

べ

る
も

の
は
あ
ま

り
不

自

由
な
く
手

に
入

れ

る
こ
と

が
で

き
ま
し

た
。
東
京

に

い

る
よ
り

も
松
戸

に
来
て

本
当
に
よ

か

っ

た
、

助
か

っ
た
と
思

い
ま
し
た

。

私
は
、
東
京

府
立
第
三

商
業

学
校
四

年

（
十
六
歳
）

の
時
に
入

隊
し

ま
し
た

が
、

学
校
で

は
「
今
こ

そ
若
者

は
立
ち

上

が
り
、
志
願
し

て
国

を
守
れ
」

と
教

育
を

受
け
て

い
ま
し

た
。
で
も
、

戦
争

に
行

っ
た
人

が
無

事
に

帰
っ
て
来

て
、

行

か
な
か
っ

た
人

が
戦
災

に
遭
う

な
ん

て
、
本

当
に

ひ
ど
い
話
で

す
。

最

近
は
、
孫

た
ち
に

「
ガ
ラ
ス

の
う

さ

ぎ
」

の

ビ
デ
オ
を
見
せ

た
り
、

私
の

戦
争

体
験
談
を

話
し

て
聞

か
せ

ま
す
。

あ

る
と
き

六
年

生
の
孫

に
、「

お
じ
い
ち

ゃ

ん
は
、
な

ぜ
十
六
歳

の
若
さ
で

志
願

し
て

戦
争
に
行

っ
た
の
」

と
聞

か
れ
ま

し

た
。
私
は

「
学
校
の
教

育
や

マ
ス
コ

ミ

の
影

響
で
、

世
の
中

が
軍

国
調

と
な

り
、

戦
争
に
行

か
ね

ば
国

が
救
え

な

い

と
思

っ
た

か
ら

な
ん
だ
よ

」
と
教
え

ま

し

た
。

改

め
て
学
校

教
育
や

マ
ス
コ
ミ

の
報

道

が
い
か
に
大

切
で
あ

る
か
を

感
じ
ま

し

た
。

二
度

と
こ
の
よ

う
な
こ

と

が
起

こ
ら

な

い
よ

う
、
こ

れ
か
ら
も

若
い
人

た
ち

に
戦

争
の
過

酷
さ
、
悲
し

み
を
語

り
継

い
で

い
き
た

い
と
思

っ
て

お
り

ま
す
。

小金原

川面　寿子に

ジャカルタの笑顔にまた会いたい

一
ド
ル

が
三
白
六
十

円
の
時

代
、

イ

ン
ド
ネ

シ
ア
の

ジ
ャ

カ
ル
タ

を

訪
れ
ま
し

た
。
そ

こ
に
は
底

抜
け

に
明
る
く
、
人
な
つ
っ
こ
い
人
た

ち
と

の
出
会

い

が
あ

っ
た
の
で
す
。

戦
時
中

に
覚
え

た
上
手
７

日
本

語
で
「
真

白
き

富
士
の
気
高

さ
を
」

と
、
声
高
ら

か
に
合
唱

し
て
く

れ

る
人

た
ち

が
い
ま
し

た
。
十
三
歳

の
女

の
子

は

太
陽

や
月
の
位
置
で

時
刻

を
読
み
、
驚

く
ば

か
り

の
生

活

の
知
恵
を

話
し
て
く

れ
ま
し

た
。

再

会
を
約
束

し
７

が
ら

も
音

信

の
途
絶
え

た
現
在
で
す

が
、
こ

の

写

真
を
見

る
と
楽
し

い
笑

い
声

が

聞
こ
え
て
き
そ
う
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
変
貌

を
確

か
め
た
く
て
、

明
日

に
ｒ

も
飛
ん
で
行

き

た
い
思

い
に

駆
ら

れ
る

の
で

す
。

あ
な
た

の
旅

の
思

い
出
を
、
写

真
に
二

百
字
程
度

の
文

章
を
添
え

て

広
報
課
へ
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

旅のアルバム

みんなで食べるとおいしいね

戦
後
5
0
年

私
の
思
い
出
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